
 

【実施事業概要】　　　

134.00㎡吉野町三丁目地内

地方債国(県)支出金

石巻地区　2箇所
河南地区　1箇所
　　　計　3箇所

13世帯

(  )

(  )

(  )

　令和元年度は2か所の申請に対し、助成を行い、実施箇所の生活環境の向上及び交通の安全確保が図
られた。

復
興
計
画

地域間連携により、大
きな魅力を創出する

舗装 その他

日常生活を支える道路
網を形成する

計

私道舗装等助成費

私道舗装等助成事業

8 款

Ｐ131

( 2 )

土木費

道路橋りょう費2

006-002-002-00196

項

総
合
計
画

中　事　業

敷砂利Ａ＝200.00㎡

　市民の生活環境の向上及び交通の安全を確保するため、住民が供用する私道等の整備（舗装新設、側
溝新設、敷砂利、道路反射鏡新設・補修、参道土工）に対し、舗装55/100、側溝70/100を補助する。

地域の個性が輝き融和
するまち

取　組　実　績

道路橋りょう総務費

第 6 章
予
算
科
目

1 目

成果に係る評価

目的及び事業内容

事　業　名

第 2 節

実施計画
掲載ページ

事業コード

（4件）

　地域住民複数で利用する私道等の整備に対し助成を行っており、実施状況については、以下のとおり
である。

成　　　　果

Ｒ1実施状況（2箇所）

3世帯

（2件）

実施場所

事業費

内容

道路反射鏡

予算の執行状況

大街道南一丁目地内

2,487,000

　住民が供用する私道等の整備を促進することで、市民の交通の安全を確保し、生活環境の改善・向上
を図るため、本助成制度を継続する必要がある。

－

Ｈ30

側溝　Ｌ＝ 27.20ｍ

4,049千円

－

対象世帯数

10世帯 －

墓地使用者数

0人

側溝整備

0人

0人

石巻地区　3箇所
河南地区　1箇所
　　　計　4箇所

－27.20ⅿ

134.00㎡

石巻地区　2箇所
河南地区　1箇所
　　　計　3箇所

27.20ⅿ

年度 Ｒ1

側溝　Ｌ＝ 75.00ｍ

舗装　Ａ＝656.00㎡

箇所数

側溝　Ｌ＝240.00ｍ

舗装　Ａ＝278.00㎡

Ｈ29Ｈ28

石巻地区　2箇所
　　　計　2箇所

2,487千円

舗装　Ａ＝134.00㎡

側溝　Ｌ＝124.8ｍ

舗装　Ａ＝281.00㎡

（3件）（3件）

道路反射鏡

6,000,000

その他

決算額の財源内訳

5,691千円

2,487,000

（単位：円）

一般財源

7,240千円

予算額 決算額
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【橋りょう定期点検】

【中里新橋ほか10橋橋りょう補修設計】

【橋りょう改修工事】

一般財源

予算額

その他
予算の執行状況

5,297,04052,417,040

取　組　実　績

中　事　業
実施計画

掲載ページ

　道路施設（橋りょう、トンネル、舗装、法面等、附属物）の点検を行い、その成果を基として、長寿
命化修繕計画を策定し、従来の事後保全的な修繕から計画的かつ予防保全的な修繕へ転換を図り、道路
施設の安心、安全を確保するため、事業を継続する必要がある。

区分

事業コード

　当市が管理する道路施設（橋りょう、トンネル、舗装、法面等、附属物）の点検を行い、その成果を
基として、長寿命化修繕計画を策定し計画的な修繕により施設の長寿命化を図り、道路網の安全性や信
頼性を確保するもの。

目的及び事業内容

成果に係る評価

日常生活を支える道路
網を形成する

地域の個性が輝き融和
するまち

地域間連携により、大
きな魅力を創出する

予
算
科
目

2 目

土木費

( 2 )

復
興
計
画

(  )

8 款

2 項 道路橋りょう費 第 2 節

総
合
計
画

道路維持費

　道路定期点検要領に基づき、橋りょう等の定期点検を実施した。

区分

(  )

(  )

第 6 章

006-002-002-00199
006-002-002-01102

事　業　名
道路ストック長寿命化事業
道路定期点検事業

道路ストック長寿命化事業費Ｐ131、Ｐ134

決算額

（単位：円）

成　　　　果

　老朽化により補修が必要となった橋りょうの補修設計業務を実施した。

　道路法施行規則の改正に伴う、5年に1度の道路附属物の点検について、定期点検要領に基づき橋りょ
う等の定期点検を実施した。
　また、点検結果をもとに、老朽化により補修が必要となった橋りょうの補修設計及び改修工事を実施
した。

内　容

橋りょう　 　166橋

事業費

中里新橋、見留田橋、辻堂橋、大縄場2号橋、大縄場4号橋、大森升堤橋、山崎前
橋、畳石前橋、二間堀橋、鳥ノ巣前橋、新下田橋　（11橋）

実施施設数

事業費

内　容

　契約額19,765,900円
（うちＲ01執行額7,900,000円）

　　 区分
橋名

中埣橋

橋りょう名

地方債国(県)支出金

八工区橋

契約額27,390,000円
（うちＲ01執行額0円）

　老朽化により補修が必要となった橋りょうの改修工事を実施した。

18,300,00028,820,000

決算額の財源内訳

54,900,840

契約額1,632,400円
（うちＲ01執行額1,632,400円）

上部工補修工、ガードレール　ビーム
撤去及び設置、用水路養生仮設撤去

内容 事業費

舗装工、区画線工、橋りょう付属物
工、伸縮継手工、上・下部工補修工、
沓座補修工、足場設置工

契約額82,304,640円
（うちＲ01執行額42,884,640円）
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　(1) 側溝設置、道路舗装等を実施した。

29,300,000 29,290,770

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

29,290,770

目的及び事業内容

　都市計画区域外である河南地区の各地域において、震災後、民間事業者により整備された小規模宅地
開発に伴い、隣接する未整備の市道や水路の改修が多く要望されている。
　本事業の実施により、当該住環境の改善と居住者の利便性の向上を図るとともに、本市への定住を促
進する。

　○ 事業実施計画箇所数　14箇所

取　組　実　績

1　令和元年度事業実施状況

成　　　　果

　年次計画に従い、他事業で舗装を実施することとなった1カ所を除き、7カ所の側溝設置及び道路舗装
等の道路改良工事を実施し、住環境の改善を図った。

年度

Ｒ1

事業費

29,290,770円

個所数

7

実施内容

側溝設置、道路舗装、転落防止策設置

成果に係る評価

　当該地区の住環境の改善と居住者の利便性の向上を図るため、継続して事業を実施する必要がある。

予算の執行状況

実施計画
掲載ページ

Ｐ139 中　事　業 河南地区小規模宅地開発対策事業費

予
算
科
目

8 款 土木費
総
合
計
画

第 6 章

2 目 道路維持費 ( 2 )

事業コード 006-003-002-01363 事　業　名 河南地区小規模宅地開発対策事業

2 項 道路橋りょう費 第 3 節
快適な生活環境を実現
できる地域にする

(  )

地域の個性が輝き融和
するまち 復

興
計
画

(  )

生活を支える基盤をつ
くる

(  )
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1　令和元年度事業実施状況

【事業の進捗】

Ｒ1 86.9％ 80.4％ 92.5％

90.5％

※令和元年度に事業期間と事業費の見直しを行った。

(1)　歩道設置工事を実施した。

(2)　歩道橋部の詳細設計業務に着手した。

49.8％Ｈ28 70.5％

Ｈ30 100.0％

決算額

成果に係る評価

90.5％

11,000,000

決算額の財源内訳

事業（事業費換算）の進捗率

目標値 実績等

5.3％

70.6％

中　事　業

　用地取得が完了し、歩道設置工事を進めた。

　現道が狭く通学路の歩道が無いため、改良整備を実施する。

　歩道設置事業
　実施期間：平成26年度～令和2年度
　全体計画：延長Ｌ＝1,330ｍ、歩道Ｗ＝2.5ｍ

100.0％Ｈ26

道路新設改良事業費

　一部区間を残し供用を開始した。残る区間については河川管理者との河川協議を進め、早期の事業完
成を目指す。

Ｈ29 100.0％ 61.6％ 61.6％

大瓜地区通学路線改良事業事　業　名

5.3％

（単位：円）

4 目

8 款

2 項

予
算
科
目

事業コード

目的及び事業内容

復
興
計
画

(  )

第　章土木費
総
合
計
画

道路新設改良費

(  )

(  )

道路橋りょう費 第　節 (  )

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

区分

国(県)支出金 地方債

取　組　実　績

達成率
（年度別）

11,689,467 11,654,907

Ｈ27 50.4％ 23.4％

654,907

その他 一般財源

予算額

46.4％

予算の執行状況
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【事業の進捗】

10,300,000

目的及び事業内容

取　組　実　績

予算の執行状況
予算額

20,786,343

決算額の財源内訳

決算額

20,786,343

地方債

事業コード

2

006-002-002-00876 事　業　名

実施計画
掲載ページ

第 2 節

予
算
科
目

4 目

8 款

項

日常生活を支える道路
網を形成する

地域の個性が輝き融和
するまち

道路新設改良費

土木費

道路橋りょう費

総
合
計
画

山崎馬鞍線（馬鞍工区）・河北長尾線道路改良事業

地域間連携により、大
きな魅力を創出する

(  )

(  )

復
興
計
画

1　令和元年度事業実施状況
　(1)　[馬鞍工区]
　　ア　道路改良工事に係る用地を取得した。

　　イ　橋りょう下部工事に着手した。
　
　　ウ　取付道路部の測量設計を実施した。

(  )( 2 )

11.1％

　取付道路等測量設計及び道路改良付帯工事を実施した。また、橋りょう下部工事に着手し、事業の進
捗を図った。

第 6 章

Ｈ26

実績等

Ｈ29

10,393,000

山崎馬鞍線・河北長尾線道路改良事業費

93,343

その他 一般財源

　事業の推進に当たっては、県河川災害復旧事業との調整や関係機関との協議を十分に行い、地元地権
者の理解と協力を得ながら、事業の進捗を図る必要がある。

Ｐ133 中　事　業

　本路線は、北上地区と河北地区を結ぶ生活幹線道路であり、国道45号へ通じる市街地等への通勤等に
利用する地域間道路である。地区内交通の円滑化、歩行者及び通行車両の安全確保を図り、緊急時の避
難路として整備する。
・全体計画：山崎馬鞍線（馬鞍工区）　延長Ｌ＝555ｍ、幅員Ｗ＝8.5ｍ、橋梁Ｎ＝1基
　　　　　　河北長尾線（県とのアロケーション事業）　延長Ｌ＝847.7ｍ、幅員Ｗ＝7.5ｍ
・施工箇所：石巻市北上町橋浦字新三貫沢～石巻市馬鞍字土手下

達成率
（年度別）目標値

51.5％

成　　　　果

区分
事業（事業費換算）の進捗率

Ｈ25 21.6％

成果に係る評価

Ｈ27

国(県)支出金

Ｈ28 22.2％ 22.0％ 98.9％

93.1％

21.8％ 21.0％ 96.4％

Ｈ30 30.4％ 30.4％ 100.0％

（単位：円）

23.4％ 21.8％

30.7％ 29.8％ 97.0％

※令和元年度に事業期間と事業費の見直しを行った。

Ｒ1 26.4％ 22.9％ 86.7％
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　(1) 不動産鑑定業務を実施し、事業用地を取得した。

　(2) 道路改良工事を実施した。

　(3) 測量設計業務を実施した。

【事業の進捗】

1,028,154

一般財源

　事業の推進にあたり、関係地権者や関係機関との協議を十分に行い、地区内交通の円滑化、歩行者・
通行車両の安全確保を図るため、事業を継続する必要がある。

その他地方債

決算額

（単位：円）

決算額の財源内訳

32,428,154

日常生活を支える道路
網を形成する

地域の個性が輝き融和
するまち

(  )

復
興
計
画

地域間連携により、大
きな魅力を創出する

三輪田線道路改良事業事　業　名

第 2 節

( 2 )

中　事　業

(  )

道路新設改良事業費
三輪田線道路改良事業費

土木費 第 6 章

道路新設改良費

道路橋りょう費

(  )

2

実績等

Ｐ132

項

総
合
計
画

予
算
科
目

4 目

8 款

事業（事業費換算）の進捗率 達成率
（年度別）目標値

1　令和元年度事業実施状況

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

事業コード

　河北・赤柴地区から主要地方道石巻河北線を経由して、三陸縦貫自動車道河北ＩＣまでのアクセスの
向上を図るとともに、地区内交通の円滑化、歩行者・通行車両の安全確保を図る。

　○ 道路改良
　延長Ｌ＝4,000ｍ
　幅員Ｗ＝7.5ｍ
　施工箇所：石巻市三輪田地内

006-002-002-00575

成果に係る評価

目的及び事業内容

区分

予算の執行状況
予算額

32,428,154

　年次計画に従い、測量設計業務を進めるとともに、事業用地の取得のため、不動産鑑定業務を実施
し、関係地権者の協力を得て、事業用地を取得した。また、同時に道路改良工事を進め、事業の進捗を
図った。

Ｈ30

Ｒ1

18.7％

国(県)支出金

31,400,000

9.0％ 55.2％16.3％

74.8％14.0％
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1　令和元年度事業実施状況

(1)　[中島工区]

ア　測量設計業務及び物件等調査算定業務を実施した。

イ　用地取得を実施した。

ウ　道路改良工事を実施した。

【事業の進捗】

11.0％ 11.0％ 100.0％

決算額の財源内訳

49.0％

国(県)支出金

（単位：円）

　社会資本整備総合交付金事業として実施しているが、近年交付金の配分が少なく計画通りに事業が進
まない状況となっている。今後は、他の財源を含め、事業費の確保に努め、事業の進捗を図る必要があ
る。

8.9％

一般財源

Ｒ1

取　組　実　績

成　　　　果

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値 実績等

3.0％

　本路線は、飯野川地区の生活幹線道路であり、国道45号へ通じる路線で、石巻市街地等への通勤及び
通学等に利用する地域間道路である。狭あいで歩車道が分離されていないため、一般車両の通行及び歩
行者等が危険な状況にあることから、宮城県が実施する河川災害復旧事業に合わせて整備することによ
り、地区内の交通の円滑化、歩行者及び通行車両の安全確保を図る。

・全体計画　Ｌ＝1,330ｍ　Ｗ＝9.5ｍ

地域の個性が輝き融和
するまち

地域間連携により、大
きな魅力を創出する

Ｐ133 中　事　業

日常生活を支える道路
網を形成する

( 2 )

総
合
計
画

第 6 章

第 2 節道路橋りょう費

Ｈ27

(  )

山崎馬鞍線道路改良事業費（中島工区）

48.0％

006-002-002-00858 事　業　名 山崎馬鞍線道路改良事業（中島工区）

4.6％

項

道路新設改良費

4.5％

(  )

復
興
計
画

-

(  )

事業コード

40,037,987

予
算
科
目

4 目

8 款 土木費

2

その他

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

予算の執行状況
予算額

40,490,000

Ｈ28

Ｈ30

Ｈ29

成果に係る評価

4.5％

19,995,000 20,000,000

地方債

決算額

42,987

4.4％

11.0％ 5.3％ 47.9％

-

2.1％

67.1％

　道路改良工事に係る用地を取得するとともに、測量設計及び物件等調査算定業務を実施した。また、
道路改良工事に着手し、事業の進捗を図った。

Ｈ25
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　(1) 道路改良工事に着手した。

【事業の進捗】

Ｈ30 26.3％ 26.3％ 100.0％

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値 実績等

予算の執行状況
予算額

26,070,000

決算額の財源内訳

決算額

26,070,000 26,070,000

その他

（単位：円）

地方債国(県)支出金 一般財源

成果に係る評価

事業コード

　現道は周辺の水田より低い位置にあり、道路改良により、降雨時の冠水による通行止め等の被害を解
消し、交通の円滑化を図る。

　○ 道路改良
　延長Ｌ＝300ｍ
　幅員Ｗ＝5ｍ
　施工箇所：石巻市北上町長尾字新境田地内

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　事業の推進にあたり、地元関係者や関係機関との協議を十分に行い、降雨時の冠水被害を防止し、地
区内交通の円滑化、歩行者・通行車両の安全確保を図るため、事業を継続する必要がある。

006-002-002-00578 事　業　名 大須長尾線道路改良事業

道路新設改良事業費Ｐ132 中　事　業

1　令和元年度事業実施状況

　年次計画に従い、道路改良工事に着手し、事業の進捗を図った。

予
算
科
目

4 目

8 款

2 項 道路橋りょう費 第 2 節

( 2 )

復
興
計
画

(  )

(  )

第 6 章
地域の個性が輝き融和
するまち

地域間連携により、大
きな魅力を創出する

日常生活を支える道路
網を形成する

Ｒ1 100.0％ 50.2％ 50.2％

総
合
計
画

道路新設改良費

(  )土木費
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(1)　道路及び駐車場の整備に伴う、補償調査業務及び実施設計業務を実施した。

(2)　道路改良工事に着手した。

　年次計画に従い、補償調査業務及び実施設計業務を実施した。また、道路改良工事に着手し、事業の
進捗を図った。

Ｒ1 100.0％ 52.4％ 52.4％

予算の執行状況
予算額

127,970,000

決算額の財源内訳

決算額

127,968,280 168,280

その他

（単位：円）

127,800,000

地方債国(県)支出金 一般財源

成果に係る評価

事業コード

　雄勝地区大須埼灯台への観光客を誘引するため、道路及び駐車場の整備を行う。
　現存する大須埼灯台へつながる歩道は、幅員が狭く急勾配で、住家もあり、駐車場等の確保が困難で
あることから、来訪者の利便性及び安全性を確保するため、県道からの新たな道路、駐車場等を整備
し、地域の活性化を図る。

全体計画　延長（車道・遊歩道）Ｌ＝420.6m　車道幅員Ｗ＝6.0m

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　道路改良工事に着手し、事業の進捗が図られた。引き続き、地元地権者、関係機関等との協議も十分
に行いながら、事業の進捗を図る必要がある。

006-002-002-01251 事　業　名 大須埼灯台周辺道路整備事業

大須埼灯台周辺道路整備事業費Ｐ135 中　事　業

1　令和元年度事業実施状況

【事業の進捗】

区分
事業（事業費換算）の進捗率

達成率
目標値 実績等

Ｈ30 12.2％

地域の個性が輝き融和
するまち

地域間連携により、大
きな魅力を創出する

日常生活を支える道路
網を形成する

予
算
科
目

4 目

8 款

2 項

3.0％ 24.3％

総
合
計
画

道路新設改良費

(  )土木費

道路橋りょう費 第 2 節

( 2 )

復
興
計
画

(  )

(  )

第 6 章
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(1)　道路改良工事に係る用地取得を実施した。

(2)　道路改良工事に着手した。

1　令和元年度事業実施状況

( 2 )

　年次計画に従い、事業用地を取得した。また、道路改良工事に着手し、事業の進捗を図った。

取　組　実　績

成　　　　果

区分
事業（事業費換算）の進捗率

達成率
目標値 実績等

48.9％ 5.4％

地域の個性が輝き融和
するまち 復

興
計
画

(  )

(  )

項

総
合
計
画

道路新設改良費

(  )

事　業　名

一般財源

第 6 章

井内五番線道路改良事業費

道路橋りょう費

Ｐ134 中　事　業

地方債国(県)支出金

14,995,000

79.3％19.3％

【事業の進捗】

日常生活を支える道路
網を形成する

地域間連携により、大
きな魅力を創出する

24.4％

予
算
科
目

4 目

8 款

井内五番線道路改良事業006-002-002-01123

第 2 節

土木費

29,990,138

実施計画
掲載ページ

2

14,995,138

その他

（単位：円）

成果に係る評価

事業コード

　本路線は、稲井新栄地区の東部に位置し、県道石巻雄勝線と国道398号石巻バイパスのアクセス道と
なる。新栄地区の生活道路として円滑な交通が確保されるとともに、災害時の安定した物資輸送と防災
拠点である南境地区への避難路が確保される。
・実施期間　平成28年度～令和2年度
・全体計画　Ｌ＝240ｍ　Ｗ＝9.5ｍ

目的及び事業内容

　事業の推進に当たっては、県が実施している国道398号石巻バイパス工事との調整や、農業関係者の
協力と理解を得ながら、事業を進め一部工種を残すところまで完成した。令和2年度早々の供用を目指
す。

予算の執行状況
予算額

29,990,700

決算額の財源内訳

決算額

Ｒ1

Ｈ28 11.1％

Ｈ29

100.0％ 54.9％ 54.9％
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　(1) 道路改良工事を実施した。

【事業の進捗】

Ｒ1 84.0％ 50.2％ 59.8％

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値 実績等

予算の執行状況
予算額

50,290,000

決算額の財源内訳

決算額

50,290,000

その他

（単位：円）

50,290,000

地方債国(県)支出金 一般財源

成果に係る評価

事業コード

　河北地区針岡における芦早川及び相の沢川からの越水による、農耕地への被害を防ぐため、関係市道
の盛土及び護岸擁壁の設置等道路改良により状況の改善を図る。

　○ 道路改良
　盛土工等　芦早川1工区
　擁壁工等　芦早川2工区、相の沢川

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　事業の推進にあたり、地元関係者や関係機関との協議を十分に行い、降雨時の越水被害を防止し、農
耕地への被害を防ぎ、また、地区内交通の円滑化、歩行者・通行車両の安全確保を図るため、事業を継
続する必要がある。

006-002-002-01317 事　業　名 針岡地区冠水対策事業

道路新設改良事業費Ｐ135 中　事　業

1　令和元年度事業実施状況

　年次計画に従い、道路改良工事を実施し、事業の進捗を図った。

予
算
科
目

4 目

8 款

2 項 道路橋りょう費 第 2 節

( 2 )

復
興
計
画

(  )

(  )

第 6 章
地域の個性が輝き融和
するまち

地域間連携により、大
きな魅力を創出する

日常生活を支える道路
網を形成する

総
合
計
画

道路新設改良費

(  )土木費
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1　令和元年度事業実施状況　

6,180千円 

Ｈ30

羽黒町

下沢

下沢

9,864千円 

Ｈ29

羽黒町

21,296千円6,000千円

下沢

Ｐ106

土木費

道路橋りょう費

泊浜 前浜の2

【実施事業概要】

　令和元年度は、継続事業である羽黒町、下沢に加え、令和元年10月に発生した台風19号に伴う豪雨に
より、土砂災害が発生した須江字館を加えた市内3地域で事業を実施し、土砂災害に対する安全性の向
上が図られた。

( 1 )

羽黒町

中　事　業

総
合
計
画

急傾斜地崩壊対策事業費

前浜の2

　急傾斜地法に基づき、県が事業主体となり対策を行う事業。
　急傾斜地崩壊危険区域内の自然がけに対して崩壊を防止する事業で、事業費の一部を負担するもの。

Ｈ25

004-007-001-00195

羽黒町

事　業　名

Ｈ26

災害に対する備えを充
実する

自然災害による被害を
軽減する

(  )

Ｒ1

下沢

前浜の2

Ｈ28

県営事業急傾斜地対策事業

復
興
計
画

目

8 款 第 4 章

2 項 第 7 節

(  )

一般財源

Ｈ27

(1)　宮城県が実施した本市内の急傾斜地崩壊対策事業に対し、事業費の一部を負担した。

(2)　6月の土砂災害防止月間に合わせ、県と市が合同で土砂災害危険箇所パトロールを実施した。

寺沢

成果に係る評価

成　　　　果

取　組　実　績

地方債国(県)支出金

年度

(  )

鹿妻 鹿妻

前浜の2

予
算
科
目

6

事業コード

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

77,335,000 63,600,000

安心して健やかに暮ら
せるまち

　宮城県が実施した急傾斜地崩壊対策事業に対し、事業費の一部を負担することで、土砂災害に対する
安全性の向上が図られた。
　近年の集中豪雨により、全国的に土砂災害が発生していることから、宮城県に対し、引き続き、危険
区域の事業実施を要望していく必要がある。

県営事業負担金
県営事業負担金（台風関係分）

（単位：円）

場所

下沢

館

予算の執行状況
予算額

77,335,000

決算額の財源内訳

決算額

13,735,000

その他

寺沢

負担金額 77,335千円29,585千円 18,112千円
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目標値 実績等

Ｒ1 1,280,000,000円 80,285,200円 

予算の執行状況
予算額

89,188,700

決算額の財源内訳

決算額

80,285,200 7,780,200

その他

（単位：円）

35,300,000

地方債国(県)支出金

37,205,000

一般財源

成果に係る評価

事業コード

　湊地区から中瀬へのアクセス道路及び避難行動の迅速化を図ることを目的として、自転車歩行者用道
路を整備する。

　延長Ｌ＝115ｍ　Ｗ＝4.8ｍ目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　旧北上川左岸側の橋梁下部工工事に着手し事業の進捗が図られた。引き続き、関係機関協議や近接工
事との調整を十分に行いながら効率的に事業を進めていく必要がある。

001-301-003-00901 事　業　名 橋りょう整備事業（仮称）新東内海橋

（仮称）新東内海橋整備事業Ｐ170 中　事　業

区分
事業の進捗

予
算
科
目

7 目

8 款

2 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )土木費

道路橋りょう費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

第  章
みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧・復興

達成率

6.3％

1　工事の実施
　（1）橋梁下部工工事（旧北上川左岸側）　橋台1基

　旧北上川左岸側の橋梁下部工工事に着手した。
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(1)　[蛇田新橋]

ア　用地取得、物件移転補償等を実施した。　

イ　取付道路整備工事を実施した。

ウ　橋りょう架替工事に着手した。　

【事業の進捗】

・田道町一・蛇田新橋線橋りょう整備事業

Ｒ1 81.9％ 58.5％ 71.4％

66.4％

34.1％Ｈ26 4.1％

その他

目標値

274,768,071

実績等

( 1 )

減災まちづくりの推進

復
興
計
画

みんなで築く災害に強
いまちづくり

橋りょう改良事業 〔復興基金〕 

田道町一・蛇田新橋線橋りょう整備事業費

目

8 款 第  章

道路橋りょう費 第  節

地方債

14,406,420352,147,000

国(県)支出金

都市基盤の復旧・復興

2 項

総
合
計
画

土木費

実施計画
掲載ページ

( 3 )

( 1 )

予
算
科
目

7

001-301-003-00325

東日本大震災関係費

事　業　名

42.9％

一般財源

(  )

（単位：円）

決算額の財源内訳

3.6％

事業コード

Ｐ171 中　事　業

予算額

646,713,615

決算額

5.4％

641,321,491

成果に係る評価

1.4％ 29.4％

Ｈ28

　事業に必要な用地取得、物件移転補償を実施し、本体工事である橋りょう架替工事に着手し、事業の
進捗を図った。蛇田新橋の架け替えについては、既存市街地の事業であり、市民への影響を考慮しなが
ら円滑な事業の進捗に努めている。工事の施工に伴う通行止めにより、近接する道路の円滑な交通に支
障が生じていることから、早期完了を目指す。

Ｈ27 4.8％

Ｈ30

予算の執行状況

目的及び事業内容

　地震等の災害に対応した構造にすることにより、落橋や破損を防ぎ、災害時にも円滑な交通と安定し
た物資等の輸送等がなされるよう、橋の耐震補強及び架け替え等の整備を行い、安全で安心な道路環境
の確保を図る。

・計画期間：平成25年度～令和2年度
・計画内容・箇所：架け替え　蛇田新橋　延長136.5ｍ（摺り付け道路整備含む）、Ｗ＝8.0～13.0ｍ

取　組　実　績

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）

　用地取得、物件移転補償を行い、取付道路整備工事を実施した。また、架替工事に着手し、事業の進
捗を図った。

1　令和元年度事業実施状況

成　　　　果

1.4％

Ｈ29 9.2％ 5.1％ 55.8％

42.0％ 18.0％
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(2)　道路改良工事を実施した。

【事業の進捗】

3.2％

100.0％

　用地取得、物件等補償が完了し、道路改良工事を実施し事業の進捗を図った。

区分

Ｈ28 16.8％ 5.2％ 31.1％

Ｈ25 1.3％ 1.3％

都市基盤の復旧・復興

流留真野沢田線道路改良事業〔復興基金〕 

( 1 )

流留垂水地区避難路整備事業費

( 3 )

(  )

事業（事業費換算）の進捗率

Ｐ172

土木費

道路橋りょう費

中　事　業

第  節

第  章款
みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

復
興
計
画

( 1 )

（単位：円）

予算の執行状況
予算額

事業コード

84.3％

Ｈ27 3.5％ 40.9％

Ｈ26

事　業　名

2 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

001-301-003-00327

実施計画
掲載ページ

予
算
科
目

7 目

8

成果に係る評価

　平成30年度に発注した2工区に加え、3工区の改良工事を発注し、事業の進捗を図った。2工区は完成
したが、事業としては、令和2年度まで延伸。事業の完了に向け、継続していく必要がある。

国(県)支出金

122,323,0007,024,372286,721,372

地方債 その他

決算額

288,179,613

決算額の財源内訳

一般財源

157,374,000

目的及び事業内容

　本路線は、稲井地区と国道398号を結ぶ幹線道路である。現在整備中の国道398号石巻バイパスとも接
続され、交通の円滑化が図られるとともに、災害時には沿岸部の住民が内陸へ避難できる道路となる。
また災害時にも安定した物資輸送路として、浸水域から高台地を経由した防災拠点を結ぶ最短ルートと
して交通基盤が確保される。
・実施期間：平成25年度～令和2年度
・全体計画：延長Ｌ＝764ｍ、車道幅員Ｗ＝7.5ｍ　歩道幅員Ｗ＝2.5ｍ
・施工箇所：石巻市流留～石巻市沢田

1　令和元年度事業実施状況

(1)　用地取得、物件補償を実施した。

取　組　実　績

成　　　　果

Ｈ29 40.6％ 18.9％ 46.6％

3.8％

8.4％

達成率
（年度別)実績等目標値

Ｈ30 60.5％ 46.4％ 76.6％

Ｒ1 100.0％ 74.5％ 74.5％
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(1)　道路改良工事に伴う支障物の移設を実施した。

(2)　道路改良工事を実施した。

【事業の進捗】

成　　　　果

成果に係る評価

31.5％

国(県)支出金

屋敷浜・猪落線道路改良事業〔復興交付金〕

都市基盤の復旧・復興

みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

1　令和元年度事業実施状況

一般財源

( 1 )

実施計画
掲載ページ

屋敷浜猪落線道路改良事業費

（単位：円）

75,430,117

　災害時の半島地区住民の孤立解消を図るとともに、大型車両の乗り入れが容易な幅員を確保すること
により、早期の被災者対応や物資の輸送が図られる。また、緊急時の安全な避難路と国道398号の補完
機能を担う道路として、広域的な観点からも整備を実施する。
・実施期間：平成24年度～令和2年度
・全体計画：延長Ｌ＝1,090ｍ、車道幅員Ｗ＝7.5ｍ
・施工箇所：石巻市渡波字大浜地内

事　業　名

予算の執行状況

事業（事業費換算）の進捗率

　道路改良工事を進めるとともに、工事に伴う支障物の移設を行い、事業の進捗を図った。

第  章

中　事　業

総
合
計
画

東日本大震災関係費

第  節

Ｐ172

(  )

土木費

道路橋りょう費

事業コード

目的及び事業内容

2 項

001-301-003-00328

予
算
科
目

7 目

8 款

94.2％

その他

予算額

29.7％

100.0％ 55.7％

取　組　実　績

30.2％

335,520,157

決算額の財源内訳

決算額

259,813,000335,243,117

Ｈ29

地方債

69.5％

　事業の推進を図るため2つの工区を同時に実施した。土質区分の変更や埋立工事の施工方法の変更な
どが生じ、事業期間が延伸することになった。令和2年度内の完了に向け、引き続き事業を継続してい
く必要がある。

Ｒ1

Ｈ28

14.5％

区分

55.7％

達成率
（年度別）目標値 実績等

Ｈ25 2.0％ 1.9％ 97.6％

Ｈ26 22.6％ 2.8％ 12.2％

Ｈ27 48.1％

Ｈ30 100.0％ 69.5％

※令和元年度に事業期間と事業費の見直しを行った。

85.3％ 85.3％ 100.0％
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【事業の進捗】

66.6％ 84.5％

341,381,837

地方債国(県)支出金

187,760,000

その他

7,680,837

Ｈ25

Ｈ27 20.7％

44.3％ 92.4％

Ｒ1 78.8％

成果に係る評価

145,941,000

決算額

　国とのアロケーション事業にて進めている歩道設置事業の進捗を図るため、国事業との連携・調整を
密にし、継続して事業推進を図る必要がある。

目

8 款

予算の執行状況
予算額

341,381,837

決算額の財源内訳

( 1 ) 都市基盤の復旧・復興

5.7％

26.8％

第  節

Ｐ172
実施計画

掲載ページ

事　業　名

2 項

事業コード 001-301-003-00635

道路橋りょう費

中　事　業

予
算
科
目

7

72.2％

14.1％ 68.3％

復
興
計
画

( 3 )

0.7％

一般財源

井内大瓜線歩道設置事業〔復興基金〕

(  )

土木費 第  章

Ｈ28

Ｈ26

37.2％

減災まちづくりの推進

Ｈ30

みんなで築く災害に強
いまちづくり総

合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )

100.0％

井内大瓜線歩道設置事業費

43.3％ 87.1％

48.0％

（単位：円）

取　組　実　績

成　　　　果

目的及び事業内容

　県道石巻雄勝線と国道398号石巻バイパス大瓜工区までを結ぶ市道（井内大瓜線、休石1号線）に、国
とのアロケーション事業により歩道を設置し歩行者等の安全を確保するとともに、車道等を拡幅し交通
の利便性の向上を図る。
・実施期間：平成26年度～令和2年度　　・施工箇所：石巻市大瓜字井内～石巻市大瓜字上宿
・全体計画：延長Ｌ＝1,483ｍ、Ｗ＝2.5ｍ～9.75ｍ
  　国アロケーション分：Ｌ＝1,272ｍ、歩道幅員Ｗ＝2.5ｍ
　　休石1号線道路改良事業：Ｌ＝210.7ｍ、Ｗ＝9.75ｍ

1　令和元年度事業実施状況

(1)　国土交通省が実施する旧北上川左岸堤防嵩上げ工事に係るアロケーション事業分として

市負担金（国施工負担金）を支出した。

49.7％

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値 実績等

0.5％ 0.5％

Ｈ29

12.3％

　年次計画に従い、国とのアロケーション事業に係る市負担金を支出し、事業の進捗を図った。
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(1) 新渡波地区

　ア　道路改良工事に伴う支障物の移設を実施した。

　イ　道路改良工事を実施した。

【事業の進捗】

Ｈ30 100.0％ 89.3％ 89.3％

Ｒ1

　前年度に完了した新蛇田地区に続き、新渡波地区についても事業が完了し、土地区画整理地内道路と
の接続を行い供用開始し、市民の利便性の向上が図られた。

国(県)支出金

Ｈ27 19.2％ 55.6％

（単位：円）

10.7％

11,252,840

道路橋りょう費

区分

56,310,440

新市街地区画整理関連道路整備事業〔復興交付金〕

(  )

復
興
計
画

総
合
計
画

目的及び事業内容

　新市街地土地区画整理地区外の道路改良を実施し、区画整理地内道路との効果的な接続を図る。
　新蛇田地区　6路線　全体計画Ｌ＝1,120ｍ　Ｗ＝4.1～12.0ｍ（完了）
　　　　　　　① 新立野・元浦屋敷線　② 新立野1号線　③ 沖新立野線　④ 新蛇田55号線
　　　　　　　⑤ 二番谷地菰継線　⑥ 新沼田3号線
　新渡波地区　1路線　全体計画Ｌ＝200ｍ　Ｗ＝11.0ｍ
　　　　　　　① 鹿妻山・渡波一丁目線

取　組　実　績

1　令和元年度事業実施状況

(  )

(  )款

第  節

中　事　業
実施計画

掲載ページ

予
算
科
目

2 項

8 土木費

東日本大震災関係費

事業コード

第  章

事　業　名

7 目 (  )

決算額の財源内訳

24.9％ 51.2％

震災復興土地区画整理関連道路整備事業費

実績等

決算額

地方債

Ｈ29

予算額

達成率
（年度別）

成果に係る評価

100.0％ 100.0％

56,261,840

その他

45,009,000

事業（事業費換算）の進捗率

目標値

100.0％

48.4％ 48.4％

成　　　　果

100.0％

予算の執行状況

Ｈ28

　工事に支障のある支障物を移設するとともに、道路改良工事を実施し、事業の進捗を図った。

48.6％

一般財源
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　(1)　道路改良工事に伴う支障物の移設を実施した。

　(2)　道路改良工事を実施した。

【事業の進捗】

100.0％ 100.0％

国(県)支出金

42,888,000 1,754,105

その他

決算額の財源内訳

　一部地権者の協力が得られなかったことから、終点部を変更し事業を完成させた。前年度までに完了
したあゆみの駅周辺の道路と合わせ、事業区間内の道路整備が完了し、駅利用者の利便性の向上が図ら
れた。

100.0％Ｈ30

78,879,105

地方債

Ｈ28

7.7％16.9％

Ｈ26

66.7％

Ｈ27

3.6％

Ｈ29 78.7％

61.8％

100.0％

77,979,105

予算額 決算額

Ｒ1

都市基盤の復旧・復興

青葉西地区道路改良事業費

達成率
（年度別）目標値

中　事　業

　道路改良工事に伴う支障物の移設を行うとともに、道路改良工事を実施し、事業の進捗を図った。

( 1 )

復
興
計
画

第  章 ( 1 )

( 3 )

東日本大震災関係費

みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

総
合
計
画

予
算
科
目

7

土木費

道路橋りょう費

目

8 款

001-301-003-01130

項

事　業　名

2 第  節

(  )

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

区分

事業コード

Ｐ173

事業（事業費換算）の進捗率

取　組　実　績

目的及び事業内容

　本路線周辺には被災地復興土地区画整理事業や災害公営住宅事業が計画され、隣接する区画整理地区
内にＪＲ仙石線の新駅（石巻あゆみ野駅）が開業したことから、駅利用者や送迎車両の通行増加が見込
まれる。歩道設置により歩行者等の安全を確保するとともに、車道を拡幅し利便性の向上と交通の円滑
化を図る。
・実施期間：平成26年度～令和元年度
・全体計画：延長Ｌ＝1,163ｍ、幅員Ｗ＝9.5ｍ
・施工箇所：石巻市門脇字一番谷地～石巻市門脇字青葉西

新立野元浦屋敷線ほか1路線道路改良事業〔復興基金〕

1　令和元年度事業実施状況

33,337,000

実績等

23.2％0.8％

84.8％

83.5％ 83.5％

79.5％49.1％

45.8％

成果に係る評価

（単位：円）

予算の執行状況
一般財源
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1　令和元年度事業実施状況

　(1)　取付道路測量設計業務を実施した。

【事業の進捗】

　
事

項

予算の執行状況
予算額

100,448,311

東日本大震災関係費

決算額

2

52.6％

　(2)　不動産鑑定業務及び物件調査算定業務を実施し、事業用地の取得及び物件移転補償を実施した。

( 3 )

001-301-003-01315

第  章 ( 1 )

中　事　業

総
合
計
画

一般財源

上釜南部地区区画整理事業関連道路整備事業費

土木費

道路橋りょう費

65,392,111

事業コード

実施計画
掲載ページ

Ｐ173

第  節

(  ) ( 1 )

事　業　名

復
興
計
画

みんなで築く災害に強
いまちづくり予

算
科
目

7 目

8 款

都市基盤の復旧・復興

上釜南部地区区画整理事業関連道路整備事業〔復興交付金〕

減災まちづくりの推進

地方債国(県)支出金

（単位：円）

決算額の財源内訳

　取付道路測量設計業務を実施した。また、不動産鑑定業務及び物件調査算定業務を実施し、地権者の
協力を得て、事業用地を取得し、事業の進捗を図った。

Ｒ1

その他

53.0％

13,079,111

目的及び事業内容

　上釜地区において、宮城県施工の（都）門脇流留線に、新たに交差点を設け、接続する市道を新設
し、上釜地区における道路ネットワークを形成し、交通の円滑化や災害時の避難路を確保する。

・実施期間：平成30年度～令和2年度
・全体計画：延長Ｌ＝210ｍ、幅員Ｗ＝7.0ｍ

取　組　実　績

　事業の推進にあたっては、県との調整や関係機関との協議を十分に行い、関係地権者の理解と協力を
得ながら、支障物件の移転及び用地の取得を進め、工事着手に向け、事業を継続していく必要がある。

成果に係る評価

成　　　　果

52,313,000

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値 実績等

27.9％
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1　令和元年度事業実施状況

　(1)　道路舗装補修工事を実施した。

【事業の進捗】

　
事

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値 実績等

55.0％

目的及び事業内容

　復興交付金基幹事業等、復旧・復興事業に伴う土砂運搬等による大型車両の通行により、破損した市
道の補修工事を実施する。
・実施期間：平成30年度～令和2年度
・実施予定路線：令和元年度　名振明神線、船越大浜線、大瓜水沼真野線、明治橋稲井小・中学校線、
　　　　　　　　　　　　　　沢田沼津線、沢田川端線、川端1号線、流留真野沢田線
　　　　　　　　令和2年度　 小塚一号線、細田茄子川線、谷地針岡線、別囲沢田線、長尾追波線

取　組　実　績

　傷んだ舗装の補修工事により、安全な交通環境の整備が図られた。復旧・復興事業に伴う土砂運搬等
による大型車両の通行が続いている路線もあることから、当該事業を継続していく必要がある。

成果に係る評価

成　　　　果

291,596,900

　土砂運搬等による大型車両の通行で破損した市道の舗装補修工事を実施し、事業の進捗を図った。

Ｒ1

その他

100.0％

69,904,900

地方債国(県)支出金

（単位：円）

決算額の財源内訳

減災まちづくりの推進

予
算
科
目

7 目

8 款

都市基盤の復旧・復興

復旧・復興工事に伴う道路破損部補修整備事業
                             〔復興交付金〕〔復興基金〕

( 1 )

事　業　名

復
興
計
画

みんなで築く災害に強
いまちづくり

道路補修整備事業費

土木費

道路橋りょう費

361,501,800

事業コード

実施計画
掲載ページ

Ｐ174

第  節

(  )

001-301-003-01316

第  章 ( 1 )

中　事　業

総
合
計
画

一般財源

項

予算の執行状況
予算額

392,014,200

東日本大震災関係費

決算額

2

55.0％

( 3 )
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1　令和元年度事業実施状況

　 祝田地区

　排水施設整備工事を実施した

　排水ポンプ設備設置工事を実施した

　工事に支障になる電柱等の移転を実施した

【事業の進捗】

　
事

8.4％

100.0％

36.8％

（単位：円）

※令和元年度に事業期間と、事業費の見直しを行った

Ｈ28

163,444,594

地方債国(県)支出金

100.0％

Ｈ27

Ｈ30

49.7％ 26.7％

77.0％ 84.6％

64.2％

67.4％

その他

取　組　実　績

　当該施工箇所は、多数の事業が関係しており、他事業の影響により、令和2年度まで事業を延伸する
こととなった。事業の推進にあたっては、関係機関との連絡調整を行い、事業を継続する必要がある。

成果に係る評価

成　　　　果

33.5％ 62.8％53.4％

67.4％

1.4％

53.8％

39,199,820

内水対策事業〔復興交付金〕〔復興基金〕

( 1 )

23.0％

　祝田地区において、排水施設・排水ポンプ設備設置工事を実施し、事業の進捗を図った。

事　業　名

内水対策事業費

Ｈ26

Ｈ25

達成率
（年度別）

1.4％

事業（事業費換算）の進捗率

目標値 実績等
区分

一般財源

41.0％

決算額の財源内訳

Ｒ1 91.0％

( 1 )

事業コード

実施計画
掲載ページ

Ｐ171

土木費

道路橋りょう費

001-301-003-00323

予
算
科
目

7

2 第  節

(  )

第  章
復
興
計
画

目

8

都市基盤の復旧・復興

中　事　業

項

総
合
計
画

( 3 )

款
みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

予算の執行状況
予算額

315,481,960

東日本大震災関係費

決算額

202,644,414

目的及び事業内容

　震災により沈下した祝田・梨木畑地区の排水機能の復旧事業であり、地区内の冠水を未然に防ぐた
め、道路の嵩上げ改良、ポンプ設置、排水路改修等を実施し、大雨等の災害に対応した地域住民の安全
で安心した生活環境の確保を図る。
・実施期間：平成25年度～令和2年度
・施工箇所：石巻市祝田地区、石巻市梨木畑地区は過年度に完了
・全体計画：祝田地区　排水ポンプ2台、排水施設等

63.8％Ｈ29
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設置台数

Ｈ29 34 80

Ｈ30 82

Ｒ1 35 85

　高潮や降雨時の冠水被害を防止するため、仮設ポンプによる強制排水を行い、被害の拡大防止が図ら
れた。

設置箇所数

（　） 都市基盤の復旧・復興

総
合
計
画

排水ポンプ設置事業（冠水対策）〔復興交付金〕

復
興
計
画

2 項

第　章

7 目 東日本大震災関係費

( 3 ) 減災まちづくりの推進

( 1 )
みんなで築く災害に強
いまちづくり

道路橋りょう費 第　節

目的及び事業内容

　東日本大震災により生じた地盤沈下による冠水被害に対応するため、また、ポンプ場の整備が完了す
るまでの間、臨時的に仮設ポンプを設置し強制排水を行い、被害の軽減化を図るもの。

　（対象区域）公共下水道事業認可区域外

( 1 )

001-301-004-00336 事　業　名

取　組　実　績

　 　12箇所

　　北上川左岸（湊地区）、渡波・万石浦地区に設置した。

　市全体の仮設ポンプ設置箇所数と設置台数　（Ｒ2.3.31現在）

　　　　φ350　　　 　11基

実施計画
掲載ページ

Ｐ174 中　事　業 内水排除対策費

事業コード

予
算
科
目

8 款 土木費

成　　　　果

　・設置台数（下水道特別会計分）

　　　　φ150　　　 　12基 　　　　φ100　　　　　4基

　　　　φ200　　　 　18基

　・設置台数（一般会計分）

　　　　φ250　　　    6基 　　　　φ200　　　 　 7基

　　　　φ350　　　　 22基

32

成果に係る評価

　高潮や降雨時に仮設ポンプを稼働させることにより、冠水被害の拡大防止が図られ、地域住民の安全
に寄与できた。台風19号の災害を教訓に仮設ポンプの増強を図り、全地区の、本設のポンプ場完成まで
事業を継続する。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

270,425,000 150,125,391 123,906,391 26,219,000

　　　　合計 　　　　 58基 　　　　合計 　　　　 27基

　　　　35箇所、85基

　・設置箇所数（一般会計分）

   　 　23箇所

　　 　北上川右岸（住吉、中央、門脇地区）、流留・赤堀・沢田地区等に設置した。

　・設置箇所数（下水道特別会計分）

　　　　φ150　　　 　 5基
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1 業務委託の実施

　(1)　石巻線石巻構内小川町踏切改良に伴う水路設計業務

　(2)　小川町踏切用地測量及び近接施工協議資料作成業務　ほか

2　事業用地の取得

　(1)　事業用地2件の引き渡しを受け、全47件の取得を完了した。

3　工事の実施

　(1)　石巻駅周辺地区鋳銭場・住吉町一丁目2号線ほか1路線道路改良（南北区間）工事

　(2)　小川町踏切拡幅工事に伴う試掘調査工事

4　支障物件の移設

　(1)　イントラケーブル移設　ガス供給管移設　電柱移設

　道路改良工事（南北区間）が完了し、事業の推進が図られた。

成　　　　果

取　組　実　績

Ｒ1 100.0％ 80.2％

実績等

Ｈ26 1.0％ 0.6％

Ｈ27 5.3％ 3.4％

Ｈ30 89.6％ 73.2％

Ｈ28

80.2％

みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧・復興

60.0％

64.2％

81.7％

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )土木費

道路橋りょう費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

第  章
予
算
科
目

7 目

8 款

2 項

成果に係る評価

事業コード

　石巻駅周辺地区の津波防災拠点整備に併せ、石巻駅南北のアクセス性を高め、道路ネットワークの強
化を図るため、鋳銭場・住吉町一丁目2号線ほか1路線について、道路拡幅による車両の相互通行化と歩
道整備を行う。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

　小川町踏切までの南北区間については、用地の引き渡しを終えて道路改良工事を実施し、令和2年4月
1日より相互通行での供用を開始した。
　また、小川町踏切については、踏切拡幅と水路改修に係る設計業務を実施し、令和元年10月に東日本
旅客鉄道（株）と施行協定を締結した。
　令和2年度については、小川町踏切の拡幅及び水路改修工事を行い、事業の完了に向けて取り組んで
いく。

001-301-001-00922 事　業　名
石巻駅周辺整備事業（社会資本整備総合交付金等分）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔復興基金〕

鋳銭場・住吉町一丁目2号線等道路改良事業費Ｐ165 中　事　業

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値

予算の執行状況
予算額

109,235,420

決算額の財源内訳

決算額

95,213,823 42,525,475

その他

（単位：円）

2,070,348

地方債国(県)支出金

50,618,000

一般財源

57.8％ 15.4％ 26.6％

Ｈ29 56.1％ 51.5％ 91.8％
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【事業の進捗】

(  )

中　事　業

(  )

大瓜水沼真野線道路改良事業費

(  )

復
興
計
画

(  )

道路橋りょう費

第  章
予
算
科
目

7 目

8 款

第  節

事業コード

2 項

成　　　　果

総
合
計
画

東日本大震災関係費

Ｈ27

実施計画
掲載ページ

土木費

目的及び事業内容

取　組　実　績

予算の執行状況
予算額

7,481,000

区分

成果に係る評価

Ｒ1

3,741,000 3,740,000

その他

Ｈ28

Ｈ26

38.4％

66.3％ -

地方債

7,481,000

国(県)支出金

3.1％

Ｈ29

Ｈ30 75.2％ 72.6％

決算額の財源内訳

一般財源

38.4％ 100.0％

　本事業は県事業とのアロケーション事業であることから、事業の推進に当たっては、宮城県との協議
を十分に行い、事業を進めていく必要がある。

　宮城県が実施する河川（高木川）の災害復旧・改修事業に併せて、大瓜水沼真野線石崎橋の架け替え
に係る県事業施行に伴う補償工事を除く、拡幅分と前後の道路整備分を県とのアロケーション事業とし
て本市が負担することとし、一体的な整備を行い、通行車両と歩行者の安全を確保するとともに交通の
円滑化を図る。
・実施期間：平成26年度～令和2年度
・全体計画：延長Ｌ＝250ｍ、車道幅員Ｗ＝5.5ｍ　橋梁1基
・施工箇所：石巻市高木字石崎地内

1　令和元年度事業実施状況

(1)　県事業施行に伴う本市負担分（アロケーション事業）を支出した。

（単位：円）

決算額

96.6％

大瓜水沼真野線（石崎橋）道路改良事業

-

事　業　名

35.0％

71.2％87.6％ 81.2％

目標値 実績等

9.0％

達成率
（年度別）

　年次計画に従い、県工事施行に伴う本市負担金を支出し、事業の進捗を図った。

事業（事業費換算）の進捗率

75.2％ 75.2％ 100.0％
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1　令和元年度事業実施状況

　(1)　測量設計業務に着手した。

【事業の進捗】

　
事

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値 実績等

6.1％

目的及び事業内容

　公共施設の整備改善による観光交流施設を中核とした中心市街地の活性化を目的として中央二丁目地
区の区画整理事業が実施され、同事業区域に隣接する既存市道（橋通り）を改良し、来訪者の安全確保
と利便性の向上を図るため、舗装の段差解消及び雨水排水機能の改善を行う。

・実施期間：令和元年度～令和2年度
・全体計画：道路改良　Ｌ＝99.2m　Ｗ＝8.8m

取　組　実　績

　事業の推進にあたっては、関連する他事業との調整や関係機関、地元商店会との協議を十分に行い、
事業を進めていく必要がある。

成果に係る評価

成　　　　果

1,840,000

　年次計画に従い、測量設計業務に着手し、事業の進捗を図った。

Ｒ1

その他

30.5％

460,000

地方債国(県)支出金

（単位：円）

決算額の財源内訳

予
算
科
目

7 目

8 款

市街地復興関連道路整備事業〔復興交付金〕

(  )

事　業　名

復
興
計
画

市街地復興関連道路整備事業費

土木費

道路橋りょう費

2,300,000

事業コード

実施計画
掲載ページ

第  節

(  )

第  章 (  )

中　事　業

総
合
計
画

一般財源

項

予算の執行状況
予算額

2,300,000

東日本大震災関係費

決算額

2

20.0％

(  )
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【事業の進捗】

※令和元年度に事業期間と、事業費の見直しを行った。

195,00051,255,300 21,800,00028,083,00054,968,440

　上部工拡幅工事及び舗装工事を実施した。国道45号への右折レーンが設置されたことにより、交通の
円滑化が図られた。引き続き交差点南側の改良を行い、さらなる混雑の緩和を図る。

1,177,300

決算額

成　　　　果

区分
事業（事業費換算）の進捗率

その他

45.6％

(  )

中浦橋釜北橋線交差点改良事業

8.1％ 3.0％

目的及び事業内容

　本路線の先線である二番谷地東道下線のＪＲ仙石線交差部の4車線拡幅に伴い、交通量が増加してい
ることから車道を1車線拡幅し交通混雑の緩和を図る。

　車道拡幅1車線　　Ｌ＝200ｍ　Ｗ＝22.0ｍ

取　組　実　績

第  章
復
興
計
画

(  )

(  )

目標値

(  )

第  節

総
合
計
画

事　業　名

1　令和元年度事業実施状況

 (1)上部工拡幅工事、舗装工事を実施した。

中　事　業 中浦橋釜北橋線交差点改良事業費

一般財源

4.0％ 34.8％

決算額の財源内訳

79.2％

　年次計画に従い、上部工拡幅工事及び歩道舗装工事を実施し、事業の進捗を図った。

Ｈ29 100.0％ 45.6％

実績等
達成率

（年度別　％）

Ｈ28 37.4％

予
算
科
目

7 目

8 款 土木費

2 項

東日本大震災関係費

道路橋りょう費

実施計画
掲載ページ

Ｈ27 11.6％

予算の執行状況
予算額

Ｒ1 82.4％

地方債国(県)支出金

88.5％

37.6％

（単位：円）

Ｈ26

47.2％

成果に係る評価

事業コード

77.6％ 94.2％

Ｈ30 100.0％ 88.5％
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(1)　北上志津川線ほか2路線道路改良事業

ア 道路改良工事を実施した。

【事業の進捗】

成果に係る評価

国(県)支出金

46.9％100.0％

決算額

54.4％ 54.4％

地方債

　事業の完了により、市民の利便性の向上と安全性の確保が図られた。

58,072,240

取　組　実　績

達成率
（年度別）目標値 実績等

58,776,400 46,457,000

2 項

予
算
科
目

実施計画
掲載ページ

7 目

8 款 土木費

　北上月浜地区において整備が進む、低平地事業及びフィールドミュージアム（環境省事業）等の施設
に関連する市道を整備する事業で、防災集団移転団地や各種施設と幹線道路をつなぎ、市民の利便性の
向上と安全を図る。
　県が実施する狐崎漁港海岸保全施設整備事業防潮堤工事に併せて、県とのアロケーション事業により
狐崎浜地区排水路布設工事に係る市負担分を負担する。（完了）
・北上志津川線ほか2路線道路改良事業　延長Ｌ＝700ｍ、幅員Ｗ＝4.0～6.0ｍ
・狐崎浜地区排水路布設工事　県工事負担金（完了）

事　業　名

予算の執行状況

中　事　業

予算額

事業コード

目的及び事業内容

1　北上志津川線ほか2路線道路改良事業

一般財源

(  )

1　令和元年度事業実施状況

低平地事業関連道路整備事業費

（単位：円）

低平地事業関連道路整備事業〔復興交付金〕

復
興
計
画

(  )

(  )
総
合
計
画

東日本大震災関係費

第  節

(  )

道路橋りょう費

第  章

事業（事業費換算）の進捗率

その他

決算額の財源内訳

Ｈ30 100.0％

11,615,240

Ｒ1 100.0％ 100.0％ 100.0％
成　　　　果

　年次計画に従い、道路改良工事を実施し、全体事業が完了した。

46.9％Ｈ29

区分
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1　令和元年度事業実施状況

　(1)　測量調査設計業務を実施した。

　(2)　不動産鑑定業務を実施し、事業用地を取得した。

　(3)　排水施設整備工事及び排水ポンプ設備設置工事を実施した。

【事業の進捗】

　
事

Ｈ30 9.2％ 3.3％ 35.6％

Ｒ1 100.0％ 40.8％ 40.8％

0.0％

62,040,529

3.5％ 43.4％

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値 実績等

Ｈ28

目的及び事業内容

　震災による地盤沈下により、針岡地区富士沼周辺において冠水被害が発生している。排水ポンプの設
置及び排水路整備等を実施し、内水排除を図り地域住民の安全で安心した生活環境を確保する。

・実施期間：平成29年度～令和2年度
・全体計画：排水ポンプ2台、導水路

取　組　実　績

　事業の推進にあたっては、県河川災害復旧事業との調整や関係機関との協議を十分に行い、冠水被害
の解消を図り、住民の安全で安心した生活環境を確保するため、事業を継続する必要がある。

成果に係る評価

成　　　　果

248,145,000

0.0％

　測量調査設計業務を実施した。また、不動産鑑定業務を実施し、地権者の協力を得て、事業用地を取
得した。排水施設整備及び排水ポンプ設備設置工事を実施し、事業の進捗を図った。

Ｈ29 8.2％

地方債国(県)支出金

（単位：円）

決算額の財源内訳

予
算
科
目

7 目

8 款

都市基盤の復旧・復興

針岡地区排水施設整備事業〔復興交付金〕

( 1 )

復
興
計
画

みんなで築く災害に強
いまちづくり

( 3 )

針岡地区排水施設整備事業費

土木費

道路橋りょう費

310,185,529

事業コード

実施計画
掲載ページ

Ｐ173

第  節

(  )

第  章 ( 1 )

中　事　業

総
合
計
画

一般財源その他

減災まちづくりの推進項

予算の執行状況
予算額

313,721,989

東日本大震災関係費

決算額

2

8.2％

001-301-003-01247 事　業　名
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自然への畏怖の念を持
ち、自然とともに生きる

川とともに生きる

中心市街地商店街の復
旧・復興

復
興
計
画

( 2 )

( 1 )

第  章

1　旧北上川河口かわまちづくり検討会を国土交通省とともに実施した。
　(1)　地区別ワーキングを6回開催し、施設配置や設計を詳細に検討した。
　(2)　有識者による検討会を1回開催し、かわまちづくり施設の整備内容や完成後の利活用・維持管理
     の取り組み等について検討した。

　旧北上川河口かわまちづくり検討会等をとおし、国、県、市、有識者等にて検討した意見をかわまち
づくり施設等の整備案に取り入れ、設計及び施設整備への活用が図られた。
 中央二丁目11番地区の施設整備工事完成後、堤防一体空間の「プレオープン式典」を開催し、事業に
対する住民の理解がより深まった。
　また、堤防一体空間の完成に伴い、新たなにぎわい創出に向けた民間事業者による営業活動として社
会実験（キッチンカーによる飲食物の販売等）を行う等、利活用の推進が図られた。

予
算
科
目

3 目

8 款

3 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 3 )土木費

河川費 第  節

(  )

地方債

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

003-201-001-00433 事　業　名事業コード

　旧北上川堤防整備（国）と連携し、旧北上川とまちを一体的に利活用できる空間を整備し、川を活か
した復興のまちづくり拠点等を整備することにより、賑わいの再生を推進し、まちと水辺の新たなまち
づくりに資する堤防一体空間、休憩施設、照明施設等を整備する。
　旧北上川の魅力ある水辺空間に、市民や来訪者が集い、憩い、交流し、賑わう空間を整備し、本市の
市街地再生、活性化を図るものである。

目的及び事業内容

水辺の緑のプロムナード整備事業〔復興交付金〕〔復興基金〕

市街地防災施設堤防活用整備事業費Ｐ201 中　事　業

2　旧北上川河口かわまちづくり検討会や地区別ワーキング等での検討（意見）を基に実施設計（施設
 整備案：配置計画・施設デザイン等）を行った。

3　旧北上川堤防整備（国委託施工）により地盤整備を進め、中央二丁目11番地区・交通広場前につい
 ては、休憩施設（ベンチ、東屋）や照明施設等の整備を行った。

国(県)支出金 一般財源

成果に係る評価

　本事業は、川（旧北上川、北上運河）と街の繋がり、歴史や文化、景観等を活用し、大震災からの復
旧・復興のための旧北上川堤防整備や復興まちづくりと連携して新たな水辺空間を創出するものであ
り、本市の歴史的背景を踏まえ、まちの中心部の賑わいを取り戻し、人々が集って憩い、観光の振興に
資するためにも重要な事業である。令和元年度も、行政機関や有識者からなる検討会や地区別ワーキン
グで検討された意見を施設整備案に取り入れ、設計及び施設整備を進めることができた。
　完成後の利活用にあたっては、施設使用者による営業活動（キッチンカーによる飲食物の販売等）や
各種イベント（川開き花火観覧場所、トリコローレ音楽祭、映画上映等）を行い、堤防一体空間の利用
の促進が図られた。
　今後もまちと水辺の新たなまちづくりを目指し、国の堤防整備と連携し事業を進める必要がある。

予算の執行状況
予算額

131,652,470

決算額の財源内訳

決算額

118,792,520 20,882,283

その他

（単位：円）

97,910,237
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　令和元年度は、旧北上川に長期係留・放置されてきた長期係留船舶の解消等を図るため、「防災マ
リーナ整備工事（陸上部、水上部）」の発注を行った。
　また、水面利用者に対し「施設概要」の改善点を説明し、「達成指標と将来像」、「施設運営計画」
について意見をいただき、更なる検討を行った上で、旧北上川水面利用者協議会に報告し、理解が得ら
れた。

国(県)支出金 その他

（単位：円）

31,076,100545,600,000

地方債 一般財源
予算の執行状況

予算額

576,776,100

決算額の財源内訳

決算額

576,676,100

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　本事業は、旧北上川の長期係留船舶を解消し、船舶の市街地への流出防止、油漏れ等による環境被害
の防止及び周辺住民の生活環境の改善を図るために、令和元年度は「防災マリーナ整備工事」の発注を
行い、早期完成に向け工事着手している。
　また、水面利用者との意見交換会を実施し、意見を参考に更なる検討を行い、旧北上川水面利用者協
議会において「防災マリーナ計画（案）」について理解が得られた。
　今後も安全・安心なまちづくりを進めるべく、関係者、市民及び水面利用者への説明等と合わせ、事
業を推進していく必要がある。

003-201-001-00609 事　業　名 旧北上川防災マリーナ整備事業〔復興基金〕

係留船舶集約施設整備事業費Ｐ201 中　事　業

1　防災マリーナ計画（施設運営計画等）の検討を実施した。
　(1)　水面利用者との意見交換を実施（3回）した。
 （2） 旧北上川水面利用者協議会を開催し、「防災マリーナ計画（案）」について理解が得られた。

成果に係る評価

事業コード

　旧北上川に長期係留・放置されてきた長期係留船舶を解消し、津波・高潮による市街地への流出防
止、油漏れや沈潜による環境被害の防止及び周辺住民の生活環境の改善を図り、安全・安心なまちづく
りを進めるべく、船舶の集約保管施設を整備するとともに、海と川に面した立地条件を活かし、市民や
観光客が海や川の魅力を享受できるマリンレジャー活動の拠点として活用する。目的及び事業内容

2　防災マリーナの工事発注を実施した。
　(1)　陸上部（基盤整備・陸揚保管等）、水上部（水面係留施設）の発注を行った。

予
算
科
目

3 目

8 款

3 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 3 )土木費

河川費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 2 )

( 1 )

第  章
自然への畏敬の念を持
ち、自然とともに生きる

川とともに生きる

中心市街地商店街の復
旧・復興
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総
合
計
画

港湾建設推進費

( 3 )土木費

港湾費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 1 )

( 1 )

第  章
自然への畏敬の念を持
ち、自然とともに生きる

海とともに生きる

港湾の復旧・復興

予
算
科
目

2 目

8 款

4 項

成果に係る評価

事業コード

　石巻港立地企業及び港湾背後圏の産業発展に資する物流拠点としての港湾整備の促進を図る。
　仙台塩釜港石巻港区の利用促進を図り、港湾整備につなげる一つの方策として、客船誘致活動を積極
的に実施する。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　石巻港への客船誘致活動の実施により、毎年、着実に客船等の寄港がなされており、石巻港のＰＲを
行う事で、企業誘致や入港貨物船の増加が期待でき、石巻港の整備・利用促進へと結びつく契機となっ
ている。
　また、大型外国客船の寄港により、一度に2千名を超える乗船客が石巻地域を訪れ、約3千万円の経済
効果も期待できることから、今後も引き続き事業を継続する必要がある。

003-101-002-00619 事　業　名 ポートセールスの展開事業

港湾建設推進費Ｐ195 中　事　業

　客船会社等へのポートセールスや商談会への参加、国や地元選出の国会議員に対して要望活動を実施
した。
1　客船会社等へのポートセールスの実施
　(1)　5月30日　客船会社4社
　　ア　日本クルーズ客船株式会社
　　イ　商船三井客船株式会社
　　ウ　株式会社カーニバル・ジャパン
　　エ　ジャパングレイス株式会社
　(2)　10月11日　客船会社4社
　　ア　株式会社ＭＳＣクルーズジャパン
　　イ　株式会社カーニバル・ジャパン
　　ウ　日本クルーズ客船株式会社
　　エ　商船三井客船株式会社
2　客船会社の商談会への参加
  (1)  1月14日　客船会社1社
    ア　キュナード社
3　10月10日　国土交通省、地元選出国会議員に対する石巻港の早期復興と整備促進に関する要望活動
 の実施

　客船の寄港は、港内静穏度向上の証明であるとともに、復旧・復興が進み元気な港であることを広く
ＰＲすることが出来るため、石巻港のイメージアップにつながっている。
　本事業の取組により、令和2年度は「ダイヤモンド・プリンセス」等、5隻の客船誘致が図られた。
　石巻港のイメージアップは、石巻港への投資を促し、石巻港背後地等への企業誘致の契機となるもの
である。

予算の執行状況
予算額

600,000

決算額の財源内訳

決算額

465,590 465,590

その他

（単位：円）

地方債国(県)支出金 一般財源
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船舶寄港イベント回数
達成率（％）

目標値 実績

その他

（単位：円）

5,190,000

地方債国(県)支出金

予算額

5,190,000

決算額の財源内訳

決算額

5,190,000

一般財源

成果に係る評価

事業コード

　東日本大震災により甚大な被害を受けた石巻港の復旧・復興した姿を多くの方に見ていただくととも
に、港を活用した地域活性化を図るため、港湾感謝祭、客船歓迎イベントを実施する。
　また、客船誘致による、観光振興及び交流人口の拡大を図っていく。

目的及び事業内容

6 5 83.3

Ｈ30 7 4 57.1

Ｈ29

※令和元年度は、台風等の影響によりダイヤモンド・プリンセス1隻の寄港が中止。

57.1

　石巻市、東松島市、大崎市、女川町、松島町で構成する石巻港大型客船誘致協議会にて、客船寄港ご
とに歓迎イベントを実施し、乗船客と市民との交流が図られた。
　また、石巻港の復旧・復興が進み、元気な港であることを乗船客の皆さんをはじめ全国にＰＲ出来た
ことで、石巻港のイメージアップにもつながった。
　港湾感謝祭は、約5千名の来場者があり、石巻港が地域経済に果たしている役割や重要性を積極的に
ＰＲし、市民参加型の港湾を推進するとともに、港まち石巻の復興を内外に発信することができた。

区分

予算の執行状況

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　石巻港に寄港する大型客船の歓迎イベントの実施により、乗船客と市民との交流が図られるほか、本
市のＰＲ、地域の活性化につながっている。
　また、港湾感謝祭の実施により、市民に石巻港の役割、復旧・復興が進む港の姿、港からの賑わいを
発信することができている。
　石巻港が安心、安全な港であることをＰＲし、大型客船等の様々な船舶の誘致を進めることで、石巻
港の利用・整備促進につなげられることから、今後も引き続き事業を継続する必要がある。

003-101-002-00413 事　業　名
国際拠点港湾「石巻港」復興活性化プロジェクト事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔復興基金〕

石巻港復興活性化プロジェクト関係費Ｐ195 中　事　業

　客船寄港イベント、港湾感謝祭を実施した。
1　大型客船歓迎イベントの実施（対象：客船会社及び乗船客）
　(1)　4月12日　「ダイヤモンド・プリンセス歓迎ウェルカムフェスタ2019」
　(2)　7月28日　「ダイヤモンド・プリンセス歓迎ウェルカムフェスタ2019」
　(3)　8月21日　「オーシャンドリーム歓迎ウェルカムフェスタ2019」
　(4)　9月21日　「ぱしふぃっくびいなす歓迎ウェルカムフェスタ2019」
　※イベント内容
　　ア　入出港イベント（大漁旗による出迎え、地元団体によるパフォーマンス等）
　　イ　観光ＰＲブース等出展（3市2町の特産品販売、振る舞い等）

2　港湾感謝祭の実施（対象：一般市民）
　(1)　9月21日　「第18回港湾感謝祭」
　　ア　客船「ぱしふぃっくびいなす」の一般公開
　　イ　陸上ブース（港湾関係官公庁の展示ブース、石巻港立地企業の出店ブース等）
　　ウ　ステージイベント（太鼓演舞、麻薬探知犬によるデモンストレーション等）

Ｒ1 7 4

予
算
科
目

3 目

8 款

4 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 3 )土木費

港湾費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 1 )

( 1 )
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ち、自然とともに生きる

海とともに生きる

港湾の復旧・復興
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達成率
目標値 実績等

Ｒ1 9,900,000円 7,948,212円 80.3％

予算の執行状況
予算額

8,360,000

決算額の財源内訳

決算額

7,948,212 7,948,212

その他

（単位：円）

地方債国(県)支出金 一般財源

成果に係る評価

事業コード

　平成28年度から3年間で都市計画マスタープランの見直しの方針検討を行った結果を基に、令和元年
度、令和2年度で見直しを図る。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　2か年での改定作業を進めており、令和元年度では、前提条件の整理や市民意向を把握するためアン
ケート調査を実施した。今年度も引き続き作業を行い、都市計画マスタープランの改定を図っていく必
要がある。

006-003-001-01205 事　業　名 石巻市都市計画マスタープラン作成事業

都市計画策定費Ｐ136 中　事　業

区分
事業の進捗

予
算
科
目

1 目

8 款

5 項

( 1 )

復
興
計
画

(  )

(  )

第 6 章
地域の個性が輝き融和
するまち

快適な生活環境を実現
できる地域にする

良好な地域を形成する

　令和元年度では社会経済動向と都市計画の方向性、前提条件、都市づくりにおける課題の整理等を
行った。また市民意向を把握するためにアンケート調査を実施し、その結果を取りまとめた。

1　石巻市都市計画マスタープラン作成事業
　(1)　令和1～2年度石巻市都市計画マスタープラン改定調査業務
　　ア　マスタープランの見直し作業（前提条件、課題等の整理）
　　イ　市民意向の反映（アンケート調査の実施）

総
合
計
画

都市計画総務費

(  )土木費

都市計画費 第 3 節
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1　業務の実施

　（1）日和山公園施設改修測量設計業務

　トイレのバリアフリー化改修工事に向けた測量設計業務を実施した。

Ｒ2 60,248,000円 円 

達成率
目標値 実績等

Ｒ1 60,248,000円 5,940,000円 9.9％

総
合
計
画

公園管理費

(  )土木費

都市計画費 第 2 節

( 1 )

復
興
計
画

(  )

(  )

第 5 章 心ゆたかな誇れるまち

身近な自然や生活環境
を守る

市街地の自然を確保す
る

予
算
科
目

4 目

8 款

5 項

成果に係る評価

事業コード

　トイレのバリアフリー化を図ることにより、障害のある人もない人も共に安心して利用できる公園整
備を図る。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　トイレのバリアフリー化改修工事に向けた測量設計業務を実施し、事業の進捗が図られた。引き続
き、トイレのバリアフリー化改修工事を実施する必要がある。

005-002-001-01318 事　業　名 日和山公園整備事業

公園管理費Ｐ115 中　事　業

区分
事業の進捗

予算の執行状況
予算額

6,760,000

決算額の財源内訳

決算額

5,940,000 5,940,000

その他

（単位：円）

地方債国(県)支出金 一般財源
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みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧・復興

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )土木費

都市計画費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

第  章
予
算
科
目

7 目

8 款

5 項

実施計画
掲載ページ

001-301-006-00840、
　 00841、00843

事　業　名
都市公園整備事業（石巻南浜津波復興祈念公園、中瀬公園、防
災緑地2号）〔復興交付金〕〔復興基金〕

南浜津波復興祈念公園整備事業費、中瀬公園整備事業費、防災
緑地1号整備事業費、防災緑地2号整備事業費

Ｐ176 中　事　業

事業コード

予算の執行状況
予算額

1,487,962,158 1,473,576,258 311,843,006992,067,92096,900,00072,765,332

　防災集団移転促進事業による移転元地の利活用として、犠牲者への追悼の場、震災の教訓の伝承の場
として石巻南浜津波復興祈念公園を整備するほか、市街地の暮らし・にぎわいの創出、再生に寄与する
中瀬公園を整備するとともに、津波や高潮による直接的な被害の防御・減勢を図り、背後地の住居等を
守ることにより災害に強いまちづくりを行うため、防災緑地1・2号を整備する。目的及び事業内容

取　組　実　績

　復興交付金事業等により整備を計画する4事業（防災緑地1号・防災緑地2号・石巻南浜津波復興祈念
公園・中瀬公園）について、次のとおり取り組んだ。

1　防災緑地1号
 　　昨年度に引き続き、施設整備工事に取り組んだ。
2　防災緑地2号
　　 昨年度に引き続き、施設整備工事を実施した。また、工事に支障となる電柱や水道管等の移転補
　 償を進めた。
3　石巻南浜津波復興祈念公園
　 　用地取得を実施したほか、発注済みである区域の施設整備工事を実施した。また、高圧受変電設
　 備設置工事を実施した。
4　中瀬公園
　 　用地取得を実施したほか、支障物撤去や一部区域の一次造成工事を実施した。

決算額の財源内訳

決算額

その他

（単位：円）

地方債国(県)支出金 一般財源

成　　　　果

　上記の取組により、次の成果を得た。

1　防災緑地1号
　 　令和元年度末で全ての整備が完了した。
2　防災緑地2号
　 　工事の支障となる水道管等の移設が完了した。また、盛土造成工事については昨年度未着手部分
　 を重点的に実施したことにより、事業を推進できた。
3　石巻南浜津波復興祈念公園
　　 高圧受変電設備設置工事が完了した。施設整備・造成工事等については国や県と定例会議を開催
　 し、情報共有、工程調整等を行いながら工事を進めたことにより、事業を推進できた。
4　中瀬公園
　 　一部区域の一次造成工事が完了し、事業を推進できた。

成果に係る評価

1　防災緑地1号
　 　令和元年度末で全ての整備が完了したことにより、多重防御機能の構築を図ることができた。
2　防災緑地2号
　 　多重防御機能の構築を図るため、今後も関係機関及び隣接事業との協議・調整を行いながら工事
　 を進め、令和2年度末の完成に向けて取り組んで行く必要がある。
3　石巻南浜津波復興祈念公園
　 　国・県と協同で整備する祈念公園であるため、工程調整等連携を密にしながら工事を進め、令和
　 2年度末の完成に向けて取り組んで行く必要がある。
4　中瀬公園
　　 用地取得の進捗状況を見極めながら残る区域の一次造成工事を進め、令和2年度末の概成に向けて
　 取り組んで行く必要がある。
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○ 整備集落数

1 1 2

決算額

3,827,514,182 3,096,250,298

うち平成29年度 2

国(県)支出金 その他

決算額の財源内訳

地方債

うち令和元年度 2 9 11

目的及び事業内容

予算の執行状況

成　　　　果

取　組　実　績

4,758,158,321

実施計画
掲載ページ

　半島沿岸部の排水不良エリア（主に災害危険区域）において、地形測量（現地測量・路線測量）及び
排水検証を実施し、これらの結果を踏まえて、排水対策のための盛土造成、道路・水路の整備を行う。
　また、被災を受けた集落を再生させるため、積極的な地元活用を促す「コミュニティ広場、民間活用
地等」の整備を行う。

003-103-001-01119 事　業　名 低平地整備事業〔復興交付金〕〔復興基金〕

中　事　業

低平地及び
漁集事業

　低平地整備事業に係る下記事業等を実施した。

1　復興整備事業半島部防災集団移転促進事業等工事施工等に関する一体的業務　1,652,378,700円

2　復興整備事業半島部防災集団移転促進事業等管理支援（その2）業務　233,728,700円

3　漁業集落防災機能強化事業他調査等業務　162,291,600円

4　漁業集落防災機能強化事業他境界杭復元等測量業務　197,330,240円

5　長面地区低平地整備工事　270,870,000円

6　用地取得及び物件等移転補償　15筆、61件

低平地整備事業費

  上記事業の実施により11集落が完成し、被災した集落の復興や防災機能の強化が図られた。

　　工事請負業者：清水・奥村石巻市復興整備事業半島部防災集団移転促進事業等共同企業体

　　工事請負金額：15,520,680,000円

対象集落 11 50 61

12うち平成30年度 10

7

8

( 3 )

款

事業コード

成果に係る評価

低平地事業のみ

28 35

8

被災水産業への再建支
援

目

5 項

予
算
科
目

( 1 )

2

完成集落

7

土木費

Ｐ197

総
合
計
画

都市計画費

東日本大震災関係費

計

731,263,884

10

　他事業の入札不調による調整や台風19号等自然災害の影響により、当初予定していた工期に遅れが生
じたことから、11集落の完成に留まってしまったが、残る未完成集落26においても、引き続き防集残土
を活用した地盤嵩上げや排水路整備、防災安全施設整備等を実施し、地盤沈下による排水不良を解消す
るため、他事業との連携を図りながら事業を継続し早期完成を目指す。

（単位：円）

一般財源

自然への畏敬の念を持
ち、自然とともに生きる

海とともに生きる第  節

(  )

第  章
復
興
計
画

( 3 )

予算額

うち平成28年度
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1　令和元年度事業実施状況

　(1)　石巻駅前にぎわい交流広場整備

　(2)　石巻駅前バイク駐車場整備

　(3)　歩行者デッキ新設及び道路改良工事

　(4)　石巻駅周辺地区歩道整備　ほか

　にぎわい交流広場等の整備を完了し、事業の推進が図られた。

Ｒ1 100.0％ 98.8％ 98.8％

※Ｈ26～Ｈ28までは、津波復興拠点整備全体としての値。
　Ｈ29からは、全体からささえあいセンター整備と防災センター整備に関する事業を除いた値。
　（各々主要事業として別掲）

Ｈ29 89.6％ 34.6％ 38.6％

Ｈ30 100.0％ 57.4％ 57.4％

Ｈ27 61.0％ 10.2％ 16.7％

Ｈ28 57.4％ 19.3％ 33.6％

達成率（年度別）
目標値 実績等

Ｈ26 15.5％ 1.6％ 10.3％

予算の執行状況
予算額

669,860,640

決算額の財源内訳

決算額

634,512,796 136,223,477

その他

（単位：円）

498,289,319

地方債国(県)支出金 一般財源

成果に係る評価

事業コード

　本市の都市機能の拠点である石巻駅周辺地区において、行政、防災、医療、福祉、交流といった機能
を連携させた拠点形成を行い、災害発生時における早期復旧と市民の安全を守るため、津波防災拠点の
整備を行う。
[主な施設]地区内道路、歩行者デッキ、にぎわい交流広場、自転車・バイク駐車場目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　にぎわい交流広場、バイク駐車場、歩行者デッキ、周辺道路及び歩道の整備を実施し、それぞれ供用
を開始した。
　そのほか、石巻市ささえあいセンターが令和2年3月に完成し、全ての施設整備が完了した。
　令和2年度については、整備した施設の境界確定測量を行う。

001-301-001-00568 事　業　名
石巻駅周辺整備事業（津波復興拠点整備分）
                             〔復興交付金〕〔復興基金〕

津波復興拠点整備事業費Ｐ164 中　事　業

区分
事業（事業費換算）の進捗率

予
算
科
目

7 目

8 款

5 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )土木費

都市計画費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

第  章
みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧・復興
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1　工事の実施

（1）石巻市総合運動公園整備（その6）工事

（園路広場工　Ａ＝4,880㎡、遊戯施設整備工　一式、連絡歩道橋　Ｌ＝33ｍ、防球ネット　一式）

（2）石巻市総合運動公園整備（その7）工事

（園路広場工　Ａ＝2,707㎡、ベンチ工　Ｎ＝7基、車止め工　Ｎ＝39基、四阿　Ｎ＝1基、

トイレ　Ｎ＝1棟）

（3）石巻市総合運動公園更衣室建設工事

（25名対応更衣室4室、シャワーブース6室）

2　災害用備品の購入

（1）災害用トイレ資機材購入

（災害用トイレテント及び便器　80セット（一般72、介護対応2、車イス対応6）)

予算額

643,891,287

国(県)支出金

決算額

626,332,940

一般財源

15,383,840

地方債

決算額の財源内訳

311,614,000

63.2％

Ｈ29 6,503,270,118円 5,827,592,673円 89.6％

取　組　実　績

成　　　　果

Ｈ30 6,503,270,118円 5,876,937,178円 90.4％

達成率

Ｈ26 6,503,270,118円 2,385,389,793円 36.7％

6,503,270,118円Ｈ27

Ｒ1 6,503,270,118円 6,503,270,118円 100.0％

予算の執行状況

実施計画
掲載ページ

　石巻市総合運動公園整備工事及び更衣室建設工事が完了したことにより、平時にはスポーツ活動や多
世代の交流の場として、災害時には、避難・救援活動の拠点として機能する防災公園の整備が図られ
た。

区分
実績

Ｈ28 6,503,270,118円 4,109,445,890円

299,335,100

事業の進捗率

その他

（単位：円）

中　事　業 総合運動公園整備事業費

事　業　名
石巻市総合運動公園（防災公園）整備事業（第三工区）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔復興基金〕

成果に係る評価

事業コード

　全体計画約39.2ha　うち約14.2haは整備供用開始済み。
　残る約25haの未整備部分のうち、第三工区について、体育・スポーツの振興と災害時における市民の
安全確保を図り、安全で快適なまちづくりに資するため、防災機能を兼ね備えた都市公園（運動公園）
の整備を実施する。目的及び事業内容

3,779,044,539円 58.1％

予
算
科
目

7 目

8 款 土木費

都市計画費5 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

(  )第  章

第  節

(  )

復
興
計
画

(  )

(  )

Ｈ25 6,503,270,118円 1,815,087,881円 27.9％

　石巻市総合運動公園整備工事の実施により、第三工区約15.1㏊の整備が完了した。

目標値
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第  節

(  )

復
興
計
画

4,314,097,543円 1,250,352,674円 29.0％

　本路線は、末広町を起点とし、清水町、中里地区、北北上運河、ＪＲ石巻線等を越えて、国道45号に
接続する重要幹線道路である。中心市街地への円滑な交通の確保を図るため、全線供用が急務となって
いる。また、災害時における避難路、緊急輸送道路としての役割等を担う重要路線であることから、計
画延長Ｌ＝570ｍ、計画幅員15ｍの街路整備事業を実施する。

　用地取得が完了。また、田道町及び清水町地内において、橋梁下部工工事を実施し、橋台1基、橋脚2
基が完成。新たに、ＪＲとの施工協定を締結し、ＪＲ工事委託箇所の橋梁上部工桁製作に着手した。

地方債

　用地取得が完了。また、ＪＲへの工事委託箇所を除く橋梁下部工の完成及び、新たにＪＲ委託工事等
への着手により、事業の進捗が図られた。引き続き、関係機関等との協議も十分に行いながら事業を円
滑に進める必要がある。

国(県)支出金

Ｈ26

263,586,110円 6.1％

( 3 )都市計画費

Ｐ168

目標値

( 1 )

第  章
総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )

七窪蛇田線街路整備事業費

土木費

001-301-003-00586 事　業　名

みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧・復興

予
算
科
目

7 目

8 款

5 項

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

事業コード

決算額の財源内訳

Ｈ30

Ｈ28

街路整備事業（七窪蛇田線）

区分
事業の進捗

中　事　業

29,625,600円 0.7％

決算額

4,314,097,543円 

成果に係る評価

一般財源

Ｈ29 4,314,097,543円 1,805,156,123円 41.8％

予算の執行状況
予算額

210,000,000233,390,000456,328,153

1　事業用地の取得
（1）用地取得　　　Ｎ＝2件（Ａ＝85㎡）
（2）物件移転補償　Ｎ＝2件

2　工事の実施
（1）橋梁下部工工事（田道町、清水町側）　　　橋台1基、橋脚2基（Ｈ29からの継続）
（2）橋梁上部工工事（田道町～清水町間）　　　Ｌ＝40ｍ（Ｈ30からの継続）
（3）橋梁上部工桁製作工事（ＪＲ工事委託箇所）Ｌ＝72ｍ
（4）地盤改良工事（南中里側）　　　　　　　　一式

3　工事委託の実施
（1）ＪＲとの施工協定による工事委託
 　　橋梁下部工　橋脚1基、橋梁上部工架設　Ｌ＝72ｍ

4,314,097,543円 2,240,016,494円 51.9％

その他

（単位：円）

62.5％

達成率
実績等

Ｈ27

4,314,097,543円 

12,938,153456,760,259

取　組　実　績

成　　　　果

Ｒ1 4,314,097,543円 2,696,344,647円 
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001-301-003-00935

都市基盤の復旧・復興(  )

石巻工業港運河線街路整備事業費

みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

事業コード

目的及び事業内容

8

( 3 )

第  章款 土木費
予
算
科
目

( 1 )
復
興
計
画

実施計画
掲載ページ

中　事　業

( 1 )

Ｐ169

目

総
合
計
画

5 項

7

1　事業用地の取得
（1）用地取得　　　Ｎ＝4件（Ａ＝1,395㎡）
（2）物件移転補償　Ｎ＝4件

2　工事の実施
（1）道路整備工事（国道45号拡幅）　　 　Ｌ＝333.0ｍ（Ｈ29からの継続）
（2）道路整備工事（Ｒ45～Ｒ398間の一部）Ｌ＝400.0ｍ（Ｈ30からの継続）
（3）橋梁下部工工事（北北上運河）　　 　橋台2基

一般財源

都市計画費

東日本大震災関係費

第  節

80,935,077円 2.4％3,401,214,500円 

事業の進捗

　用地取得と併行して橋梁下部工工事及び道路整備工事を実施した。

目標値

16,410,000円 

（単位：円）

　橋梁下部工工事及び道路整備工事を実施し事業の進捗が図られた。引き続き、用地取得を進めるとと
もに、国道及び河川管理者等との協議も十分に行いながら効率的に事業を進めていく必要がある。

達成率

　第三次緊急輸送道路として、市街地の幹線道路である本路線〔高盛土道路（門脇流留線）～国道45
号〕を整備し、救出・救助・物資輸送の迅速化を図る。

　延長Ｌ＝1,320.1ｍ（区画整理事業区間除く）
　うち社総交区間（国道398号～国道45号）Ｌ＝679.4ｍ　Ｗ＝16.0ｍ

516,052,353円 
成　　　　果

Ｈ27

1,071,688,471

決算額

成果に係る評価

3,401,214,500円 Ｈ29

実績等

0.5％

取　組　実　績

予算の執行状況

Ｈ30 3,401,214,500円 1,406,968,486円 

国(県)支出金

決算額の財源内訳

予算額

地方債

842,738,111 458,081,000

事　業　名 街路整備事業（石巻工業港運河線）〔復興基金〕

3,401,214,500円 

18,739,431

その他

365,917,680

区分

15.2％

32.9％

Ｈ26

3,401,214,500円 2,249,706,597円 66.1％

1,119,591,554円 

Ｒ1

3,401,214,500円 Ｈ28

41.4％
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Ｈ28 2,223,625,186円 754,048,254円 33.9％

106,619,000

国(県)支出金

2,223,625,186円 1,220,772,789円 

地方債

80.4％

成　　　　果

事業の進捗
達成率

目標値 実績等

5.9％

Ｈ26 13,462,050円 0.6％

Ｒ1 2,223,625,186円 1,787,304,954円 

2,223,625,186円 

2,223,625,186円 130,289,860円 

74.2％

成果に係る評価

137,574,806 30,955,806

2,223,625,186円 

一般財源

（単位：円）

　道路新設工事を実施し事業の進捗が図られた。引き続き、用地取得を進めるとともに、国道管理者等
との協議も十分に行いながら効率的に事業を進めていく必要がある。

その他
予算の執行状況

予算額

152,159,774

決算額の財源内訳

決算額

1,649,730,148円 

取　組　実　績

街路整備事業（石巻工業港運河線）〔復興交付金〕

Ｐ169
実施計画

掲載ページ
中　事　業

事業コード

石巻工業港運河線街路整備事業費

目的及び事業内容

001-301-003-00934 事　業　名

予
算
科
目

都市計画費5 項

東日本大震災関係費7 (  )目

8
総
合
計
画

( 1 )

款 土木費 ( 1 )
復
興
計
画

第  章

( 3 )第  節

みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧・復興

　用地取得と併行して道路新設工事を実施した。

　第三次緊急輸送道路として、市街地の幹線道路である本路線〔高盛土道路（門脇流留線）～国道45
号〕を整備し、救出・救助・物資輸送の迅速化を図る。

　延長Ｌ＝1,320.1ｍ（区画整理事業区間除く）
　うち交付金区間（門脇流留線～国道398号）Ｌ＝640.7ｍ　Ｗ＝16.0ｍ

Ｈ30

54.9％

13,462,050円 2,223,625,186円 

1  事業用地の取得
（1）用地取得　　　Ｎ＝1件（Ａ＝90㎡）
（2）物件移転補償　Ｎ＝5件

2　工事の実施
（1）道路新設工事　Ｌ＝640.7ｍ（Ｈ30からの継続）

0.6％

Ｈ27

区分

Ｈ25

Ｈ29
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2　工事の実施

(1)橋梁下部工工事（北北上運河右岸）　　橋台1基（Ｈ29からの継続）

(2)橋梁下部工工事（ＪＲこ線橋西側）　　橋脚2基（Ｈ30からの継続）

(3)橋梁下部工工事（ＪＲこ線橋東側）　　橋台1基、橋脚2基

(4)橋梁下部工工事（ＪＲこ線橋西側）　　橋台1基

(5)橋梁下部工工事（北北上運河左岸）　　橋台1基

(6)橋梁上部工工事（ＪＲこ線橋）　　　　Ｌ＝185.0ｍ

(7)道路新設工事（起点部）　　　　　　　Ｌ＝150.0ｍ

一般財源

7,841,762,205円 62,279,994円 0.8％

1,174,528,683円 

　北北上運河右岸において、橋梁下部工工事が完成。また、ＪＲこ線橋側の橋梁下部工工事、橋梁上部
工工事及び北北上運河左岸の橋梁下部工工事、起点部の道路新設工事に着手し事業の進捗が図られた。
引き続き、用地取得を進めていくとともに、関係機関等との協議も十分に行いながら効率的に事業を進
めていく必要がある。

7,841,762,205円 3,883,742,497円 49.5％

7,841,762,205円 

2,437,788,513円 

32,177,460

0.3％7,841,762,205円 

目的及び事業内容

達成率
目標値 実績等

成　　　　果

取　組　実　績

Ｈ30

区分

7,841,762,205円 

1　事業用地の取得

事業の進捗

Ｈ28

成果に係る評価

地方債 その他

Ｒ1

事業コード

決算額の財源内訳

決算額
予算の執行状況

予算額

Ｈ29

　北北上運河右岸において橋梁下部工工事を実施し、橋台1基が完成した。また、用地取得と併行し
て、新たにＪＲこ線橋側の橋梁下部工工事、橋梁上部工工事及び北北上運河左岸の橋梁下部工工事、起
点部の道路新設工事に着手した。

24,610,000円 

(1)用地取得　　　Ｎ＝6件（Ａ＝2,392㎡）

786,581,000

国(県)支出金

15.0％

都市計画費5 項

001-301-003-00937

目

Ｐ170

東日本大震災関係費

実施計画
掲載ページ

予
算
科
目

8

7

款 土木費
みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

総
合
計
画

( 1 )

街路整備事業（釜大街道線）〔復興基金〕

釜大街道線街路整備事業費

(  )

第  節

中　事　業

事　業　名

復
興
計
画

( 3 )

第  章 ( 1 )

都市基盤の復旧・復興

　釜大街道地区の地域コミュニティ再生及び、当該地区の生活道路の混雑を緩和するため、本路線〔社
総交区間：（西側）元明神～中屋敷一丁目、（東側）大街道南二丁目～大街道東二丁目〕を整備し、安
全・安心なまちづくりを推進する。

　延長Ｌ＝3,275.0ｍ（区画整理事業区間除く）
　うち社総交区間　Ｌ＝1,783.5ｍ　Ｗ＝16.0ｍ

(2)物件移転補償　Ｎ＝19件

1,445,953,984

31.1％

Ｈ27

627,195,524

（単位：円）

1,520,803,704
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みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧・復興7 目

第  節

総
合
計
画

8

5

( 1 )

款 土木費

都市計画費 ( 3 )

第  章

項

区分

(  )

目的及び事業内容

　釜大街道地区の地域コミュニティ再生及び、当該地区の生活道路の混雑を緩和するため、本路線（交
付金区間：中屋敷一丁目～大街道南二丁目）を整備し、安全・安心なまちづくりを推進する。
　
　延長Ｌ＝3,275.0ｍ（区画整理事業区間除く）
　うち交付金区間　Ｌ＝1,491.5ｍ　Ｗ＝16.0ｍ

事業コード 事　業　名

東日本大震災関係費

街路整備事業（釜大街道線）〔復興交付金〕

Ｐ170
実施計画

掲載ページ
中　事　業

予
算
科
目

( 1 )
復
興
計
画

釜大街道線街路整備事業費

16,271,149

成　　　　果

001-301-003-00936

予算の執行状況
予算額

41,782,269

取　組　実　績

17,550,000円 0.4％

1　工事の実施
　(1)道路新設工事　　　　Ｌ＝795.6ｍ（Ｈ30からの継続）
 （2)環境施設整備工事　　一式
 （3)道路照明灯新設工事　一式

25,415,000

地方債 一般財源

Ｈ25

3.0％

　中屋敷一丁目～大街道南二丁目地内において、道路新設工事及び道路照明灯新設工事等を実施した。

117,441,024円 

3,972,119,624円 

成果に係る評価

3,972,119,624円 

3,972,119,624円 

Ｈ30

1,838,711,271円 46.3％

Ｒ1

事業の進捗
達成率

目標値 実績等

Ｈ26

Ｈ27

Ｈ28 3,972,119,624円 2,731,229,287円 68.8％

その他

　中屋敷一丁目～大街道南二丁目地内において、道路新設工事及び道路照明灯新設工事等を実施し事業
の進捗が図られた。引き続き、関係機関等との協議も十分に行いながら効率的に事業を進めていく必要
がある。

決算額の財源内訳

91.5％3,972,119,624円 3,635,582,704円 

3,972,119,624円 

41,686,149

決算額

国(県)支出金

（単位：円）

83.7％3,323,595,639円 

3,972,119,624円 3,677,268,853円 92.5％

Ｈ29
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街路整備事業（渡波稲井線）〔復興交付金〕

Ｈ28 9,506,182,648円 844,006,493円 

Ｈ27

事　業　名

区分

Ｒ1 9,506,182,648円 50.5％

351,822,099

　国道398号から新渡波西地区被災市街地復興土地区画整理事業区域までの区間547.7ｍについては、道
路改良工事が完成し、供用開始を行った。山間部については、トンネルが貫通するなど事業の進捗が図
られており、引き続き、関係機関等との協議を十分に行い、全線供用開始に向け整備を進めていく必要
がある。

Ｈ30 9,506,182,648円 3,241,455,884円 

( 1 )

総
合
計
画

中　事　業

Ｈ25

1.0％

都市基盤の復旧・復興(  )

復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

Ｈ26

　道路整備工事を実施し、区画整理から南側の区間が完成、供用開始を行った。また、道路新設工事に
おいてはトンネルの貫通に至った。

事業の進捗

みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

予
算
科
目

都市計画費

第  章

7

8

目 東日本大震災関係費

項

款 土木費

5 第  節

Ｈ29 9,506,182,648円 

386,340,755円 

事業コード

Ｐ168
実施計画

掲載ページ

001-301-003-00832

渡波稲井線街路整備事業費

目的及び事業内容

　被災時における避難活動、復旧活動等の迅速化を図るため、沿岸部（渡波地区）から内陸部（稲井地
区）への都市計画道路の整備を行う。

　延長Ｌ＝3,243.7ｍ（区画整理事業区間除く）　Ｗ＝15.0ｍ

達成率

4.1％

1　事業用地の取得
（1）用地取得　　　Ｎ＝2件（Ａ＝308㎡）
　
2　工事の実施
（1）道路新設工事（区画整理から北側）　Ｌ＝2,696.0ｍ（トンネル、橋梁含む）（Ｈ29からの継続）
（2）道路整備工事（区画整理から南側）　Ｌ＝547.7ｍ（Ｈ30からの継続）

3　工事委託の実施
（1）ＪＲとの施工協定による工事委託
　　 橋梁下部工　橋台2基、橋梁上部工架設　Ｌ＝36ｍ（Ｈ30からの継続）

0.3％9,506,182,648円 

取　組　実　績

94,697,200円 

目標値 実績等

9,506,182,648円 

31,357,200円 

17.6％

成　　　　果

決算額の財源内訳

一般財源

決算額

成果に係る評価

34.1％

9,506,182,648円 

8.9％

（単位：円）

予算の執行状況
予算額

1,581,630,762

1,670,049,924円 

4,796,027,983円 

地方債 その他

1,202,750,000

国(県)支出金

1,554,572,099
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136,428,977

(  )

復
興
計
画

( 3 )第  節

　下水管及び雨水管等の地下埋設物移設工事が完成。新たに道路整備工事に着手し事業の進捗が図られ
た。引き続き、関係機関等との協議を十分に行いながら、供用開始に向けて効率的に事業を進めていく
必要がある。

20.5％

Ｈ28

1,165,386,741円 

1,165,386,741円 

Ｈ29 1,165,386,741円 561,057,485円 

総
合
計
画

809,696,741円 69.5％

1,165,386,741円 405,921,587円 34.8％

48.1％

達成率
事業の進捗

2.5％

区分
実績等

みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

( 1 ) 都市基盤の復旧・復興

予
算
科
目

都市計画費5 項

東日本大震災関係費7 目

8 款 土木費 ( 1 )第  章

1,165,386,741円 

取　組　実　績

街路整備事業（御所入湊線）〔復興交付金〕

Ｐ169
実施計画

掲載ページ
中　事　業

事業コード

御所入湊線街路整備事業費

目的及び事業内容

　第三次緊急輸送道路として、湊西地区被災市街地復興区画整理事業区域や魚町等での就業者の避難路
を整備する。〔湊中央線（湊西地区土地区画整理事業）～国道398号〕

　延長Ｌ＝186.1ｍ　Ｗ＝17.0ｍ

1　工事の実施
（1）地下埋設物移設工事（下水管、雨水管）一式
（2）道路整備工事　Ｌ＝186.1ｍ

事　業　名

目標値

1,165,386,741円 Ｈ25 29,467,647円 

Ｈ26 51,142,407円 4.4％

Ｈ27 239,413,022円 

地方債

成　　　　果

001-301-003-00915

予算の執行状況
予算額

141,351,361

決算額の財源内訳

決算額

成果に係る評価

　下水管及び雨水管等の地下埋設物移設工事が完成し、新たに道路整備工事に着手した。

（単位：円）

Ｒ1 1,165,386,741円 946,125,718円 

30,567,977

その他 一般財源

105,861,000

81.2％

国(県)支出金

Ｈ30
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Ｈ29 8,347,840,277円 1,647,182,157円 19.7％

57.1％

Ｈ30 8,347,840,277円 3,330,829,642円 39.9％

1　業務委託の実施
（1）井戸分布調査業務　一式（Ｈ30からの継続）

2　工事の実施
（1）関連附帯工事（門脇町側道路整備）Ｌ＝96.1ｍ

3　工事委託の実施
（1）宮城県との施工協定による工事委託（Ｈ27からの継続）
　　 橋梁下部工工事（右岸側）　　　　　橋台1基（Ｈ30からの継続）
　　 橋梁下部工工事（左岸側）　　　　　橋脚3基（Ｈ30からの継続）
　　 橋梁下部工工事（河川内）　　　　　橋脚1基（Ｈ30からの継続）
　　 橋梁上部工工事（右岸アプローチ橋）Ｌ＝96.0ｍ（Ｈ30からの継続）
　　 橋梁上部工工事（左岸アプローチ橋）Ｌ＝100.0ｍ（Ｈ30からの継続）
　　 橋梁上部工工事（渡河橋）　　　　　Ｌ＝340.0ｍ
　　 取付道路工事（左右岸）　　　　　　Ｌ＝436.7ｍ（Ｈ30からの継続）

612,767,000

その他国(県)支出金

788,352,000

780,246,815円 

8,347,840,277円 

1,433,369,990

Ｒ1 8,347,840,277円 4,764,199,632円 

成果に係る評価

一般財源

　宮城県と工事委託に関する協定を締結し、右岸側橋台1基、左岸側橋脚3基、河川内橋脚1基が完成し
た。また、新たに渡河橋の工事に着手し、事業進捗が図られた。引き続き、隣接工事と工程管理を密に
行いながら、供用開始に向けて効率的に事業を進めていく必要がある。

32,250,990

予算の執行状況

1,433,369,990

決算額の財源内訳

（単位：円）

地方債

7 目

8 款

5

Ｈ28

決算額

（仮称）鎮守大橋整備事業費

みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧・復興

予算額

( 1 )

　宮城県と工事委託に関する協定を締結し、右岸側橋台1基、左岸側橋脚3基、河川内橋脚1基、右岸ア
プローチ橋、左岸アプローチ橋、取付道路工事を実施。また、新たに渡河橋の工事に着手した。

8,347,840,277円 

街路整備事業（門脇町三・四丁目1号線（仮称）鎮守大橋）
                                            〔復興基金〕

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

目標値

予
算
科
目

総
合
計
画

土木費 第  章

事業の進捗

事業コード

目的及び事業内容

Ｐ168 中　事　業

事　業　名

項

8,347,840,277円 

140,261,760円 1.7％

9.3％

31,790,000円 0.4％

Ｈ27

区分

(  )

復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

達成率

都市計画費

Ｈ26

第  節

001-301-003-00831

実績等

東日本大震災関係費

　被災時における避難活動、復旧活動等の迅速化を図ることを目的として、湊地区と門脇地区を結ぶ最
短ルートとして、都市計画道路の整備を行う。〔門脇町四丁目（新門脇地区被災市街地復興土地区画整
理事業区域）～川口町二丁目（湊西地区被災市街地復興土地区画整理事業区域）〕

　延長Ｌ＝754ｍ（うち、橋梁Ｌ＝536ｍ）　Ｗ＝12.5ｍ
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1　雄勝中心部地区

2　鮎川浜地区

予算額

2,957,587,372

決算額の財源内訳

決算額

地方債国(県)支出金

646,863,097

一般財源

Ｒ1

予算の執行状況

雄勝中心部地区拠点エリア整備事業〔復興交付金〕
鮎川浜地区拠点エリア整備事業〔復興交付金〕
北上にっこり地区拠点エリア整備事業〔復興交付金〕

地域再生拠点エリア整備事業費Ｐ165、Ｐ166 中　事　業

1　雄勝中心部地区
　(1)　拠点エリア整備事業設計業務　一式
　(2)　防災集団移転促進事業等管理支援業務　一式
　(3)　物件等移転補償　6件
　(4)　基盤整備工事　一式
　
2　鮎川浜地区
　(1)　拠点エリア整備事業設計業務　一式
　(2)　防災集団移転促進事業等管理支援業務　一式
　(3)　物件等移転補償　2件
　(4)　基盤整備工事　一式

　各地区拠点エリアにおける道路、排水路、広場等の基盤整備として、下記事業を実施した。

北上にっこり地区

0.6％

100％

鮎川浜地区

■ 事業進捗率（県道受託を含む）

39％

64％

雄勝中心部地区

22％

46％

2,904,120,675 456,559,578

その他

（単位：円）

1,800,698,000

8 款

5 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

土木費

都市計画費

事業コード

予
算
科
目

7 目

実施計画
掲載ページ

001-301-002-00916
001-301-002-00917

事　業　名

第  節

(  )

みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧・復興

( 1 )
復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

第  章

　東日本大震災により壊滅的な被害を受けた半島沿岸部において防災集団移転促進事業による高台移転
が進む中、人口が減少している雄勝、牡鹿の各中心部に行政、商工及び観光機能を集約した新たな拠点
エリアを整備することにより、被災した半島沿岸部の復興、地域の活性化を図るとともに、コンパクト
なまちづくりの実現を目指すものである。

　上記事業の実施により、各拠点エリアの基盤整備事業の推進が図られた。

　艇庫用地及び体育館用地の盛土工事が完了した。また、地区内仮設道路工事、橋梁工事、水路工
事等を実施した。

　自力再建用地及び多目的・イベント広場の整備工事が完了したほか、捕鯨船前広場基盤整備工
事、区画道路工事及び上下水道工事が完了した。

年度

Ｈ29

Ｈ30

目的及び事業内容

成　　　　果

取　組　実　績

　雄勝中心部地区及び鮎川浜地区は、防潮堤工事や県道工事などが輻輳していたため、工事調整会議等
により事業間調整を図りながら基盤整備を推進し、両地区とも施設用地の造成工事が完了した。
　また、雄勝中心部地区の観光物産交流施設及び硯伝統産業会館、鮎川浜地区の観光物産交流施設及び
ホエールランドが完成し、両地区の観光、漁業振興等による経済効果や両地区を拠点とした交流人口の
拡大が期待できる。
　今後は、まちの賑わいを一日も早く取り戻せるよう、現在進行中の県道等の基盤整備工事と雄勝体育
施設建設工事を加速化し、令和2年度末までの完成に向け取り組んでいく必要がある。

成果に係る評価

86％ 97％ 100％
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予算の執行状況
予算額

317,683,633

決算額の財源内訳

決算額

74,105,833 14,822,833

その他

（単位：円）

59,283,000

地方債国(県)支出金 一般財源

成果に係る評価

事業コード

　防災集団移転促進事業跡地である南浜東部地区において、石巻南浜津波復興祈念公園や防災マリーナ
整備事業などと連携した土地利用を図るため、市道南浜東1・2号線を整備するほか、旧北上川河川堤防
整備に合わせ雨水排水施設を整備する。
1　南浜東1号線ほか1路線整備事業（市道南浜東1・2号線）
 ・計画概要：延長Ｌ＝905ｍ、代表幅員Ｗ＝9.5ｍ
2　南浜地区雨水排水施設整備事業
 ・計画概要：流入管Ｌ＝133ｍ、樋管Ｌ＝54ｍ、ポンプ場（建築・土木施設、ポンプ機械・電気設備）

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

1　南浜東1号線ほか1路線整備事業（市道南浜東1・2号線）
   　今後は、引き続き近接する他の工事との調整を図りながら工事を進め、令和2年度中の完成に向け
　 て取り組んで行く必要がある。

2　南浜地区雨水排水施設整備事業
     今後は、引き続き近接する他の工事との調整を図りながら工事を進め、令和2年度上半期中に完成
　 し、適正な管理運営に取り組んで行く必要がある。

001-301-004-01169 事　業　名 南浜地区雨水排水施設整備事業〔復興交付金〕

基盤整備事業関係費Ｐ174 中　事　業

1　南浜東1号線ほか1路線整備事業（市道南浜東1・2号線）
　　 市道南浜東1・2号線に係る用地取得を実施したほか、道路新設工事を進めた。

2　南浜地区雨水排水施設整備事業
　　 ポンプ場及び流入管築造工事・ポンプ場機械・電気設備工事を進めた。

1　南浜東1号線ほか1路線整備事業（市道南浜東1・2号線）
   　用地取得が全て完了したほか、道路新設工事を進めたことにより、事業を推進することができ
　 た。

2　南浜地区雨水排水施設整備事業
     ポンプ場及び流入管築造工事、ポンプ場機械・電気設備工事を進めたことにより、事業を推進す
　 ることができた。

予
算
科
目

7 目

8 款

5 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )土木費

都市計画費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

第  章
みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧・復興
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石巻市市街地再開発事業等補助金

（参考）

区域面積：0.05ha

地権者数：3名

開発概要：まちなかに賑わいや交流を促す店舗を整備

主な経過：平成27年 7月　　協議会設立

　　　　　平成30年11月～　基本設計等

　　　　　令和 2年 2月～　実施設計等

予算の執行状況
予算額

24,300,000

決算額の財源内訳

決算額

24,300,000 6,075,000

その他

（単位：円）

18,225,000

地方債国(県)支出金 一般財源

成果に係る評価

事業コード

　まちなか居住を促進し、賑わいや交流を促す店舗の整備など、市街地の環境改善と併せて良好な市街
地住宅等の供給を図るため、優良建築物等整備事業を進める民間事業者に対し補助金を交付し事業を支
援する。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

　都市基盤の復旧・復興と、中心市街地の活性化を図るため、優良建築物等整備事業により、まちなか
の定住促進と、にぎわい創出に向けて、令和2年度の竣工、事業完了を目指し、今後も引き続き補助事
業の継続を行うとともに、優良建築物等整備事業の施行者に対し適切な支援を行っていく。

001-301-001-01173 事　業　名
優良建築物等整備事業（中央二丁目3番地区（Ａ2地区））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔復興交付金〕

優良建築物等整備事業費Ｐ161 中　事　業

　優良建築物等整備事業の施行者に対し、事業化に向けての必要な助言や支援を行うとともに、事業の
進捗状況に応じて必要となる補助金を交付した。

取　組　実　績

成　　　　果

　補助金の交付により、都市基盤の早期復旧・復興と中心市街地の活性化に向けた優良建築物等整備事
業の促進が図られた。

予
算
科
目

7 目

8 款

5 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )土木費

都市計画費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

第  章
みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧・復興

補助金額

24,300,000円

24,300,000円

補助対象事業

現況調査、基本設計、資金計画作成
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石巻市市街地再開発事業等補助金

（参考）

区域面積：0.23ha

地権者数：8名

開発概要：まちなか居住と賑わいや交流を促すため、店舗を備えた分譲住宅や広場を整備

主な経過：平成27年11月　　協議会設立

　　　　　平成28年10月～　基本設計等

　　　　　平成29年 2月～　実施設計等

　　　　　平成30年 1月～　建築工事着手

　　　　　令和元年 9月　　建築工事完了

　　　　　令和 2年 3月　　補助事業完了

（参考）

構造階数：ＲＣ造・12階建て

主な用途：住宅　68戸

　　　　　店舗　7区画

成　　　　果

予算の執行状況
予算額

752,191,000

決算額の財源内訳

決算額

752,191,000 188,048,000

その他

（単位：円）

564,143,000

地方債国(県)支出金 一般財源

成果に係る評価

事業コード

　まちなか居住を促進し、賑わいや交流を促す店舗の整備など、市街地の環境改善と併せて良好な市街
地住宅等の供給を図るため、優良建築物等整備事業を進める民間事業者に対し補助金を交付し事業を支
援する。

目的及び事業内容

373,884,000円

17,908,000円

補助対象事業

共同施設整備費（Ｈ30分）

工事監理費（Ｈ30分）

共同施設整備費（Ｈ31分） 337,864,000円

電波障害対策費 568,000円

752,191,000円

実施計画
掲載ページ

　都市基盤の復旧・復興と、中心市街地の活性化を図るため、優良建築物等整備事業により、まちなか
の定住促進と、にぎわい創出に向けて整備していた施設建築物等について、令和元年度に竣工、補助事
業を完了することができた。

001-301-001-01176 事　業　名
優良建築物等整備事業（中央二丁目4番南地区）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔復興交付金〕

優良建築物等整備事業費Ｐ161 中　事　業

　優良建築物等整備事業の施行者に対し、事業化に向けての必要な助言や支援を行うとともに、事業の
進捗状況に応じて必要となる補助金を交付した。

通常損失補償費（Ｈ31分）

　補助金の交付により、都市基盤の早期復旧・復興と中心市街地の活性化に向けた優良建築物等整備事
業を促進し、令和元年度において施設建築物等を完成させることができた。

取　組　実　績

工事監理費（Ｈ31分） 10,447,000円

11,520,000円

補助金額

予
算
科
目

7 目

8 款

5 項

みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧・復興

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )土木費

都市計画費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

第  章
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石巻市市街地再開発事業等補助金

（参考）

区域面積：0.11ha

地権者数：4名

開発概要：まちなかに賑わいや交流を促すため、店舗と駐車場を整備

主な経過：平成29年 5月　　地権者会設立

　　　　　平成30年10月～　基本設計等

　　　　　令和元年10月～　実施設計等

補助金額

41,224,000円

41,224,000円

補助対象事業

現況調査、基本設計、資金計画作成

みんなで築く災害に強
いまちづくり

減災まちづくりの推進

都市基盤の復旧・復興

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )土木費

都市計画費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 3 )

( 1 )

第  章
予
算
科
目

7 目

8 款

5 項

成果に係る評価

事業コード

　まちなか居住を促進し、賑わいや交流を促す店舗の整備など、市街地の環境改善と併せて良好な市街
地住宅等の供給を図るため、優良建築物等整備事業を進める民間事業者に対し補助金を交付し事業を支
援する。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

　都市基盤の復旧・復興と、中心市街地の活性化を図るため、優良建築物等整備事業により、まちなか
の定住促進と、にぎわい創出に向けて、令和2年度の竣工、事業完了を目指し、今後も引き続き補助事
業の継続を行うとともに、優良建築物等整備事業の施行者に対し適切な支援を行っていく。

001-301-001-01281 事　業　名
優良建築物等整備事業（立町一丁目5番地区（Ａ2地区））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔復興交付金〕

優良建築物等整備事業費Ｐ162 中　事　業

　優良建築物等整備事業の施行者に対し、事業化に向けての必要な助言や支援を行うとともに、事業の
進捗状況に応じて必要となる補助金を交付した。

取　組　実　績

成　　　　果

　補助金の交付により、都市基盤の早期復旧・復興と中心市街地の活性化に向けた優良建築物等整備事
業の促進が図られた。

予算の執行状況
予算額

41,224,000

決算額の財源内訳

決算額

41,224,000 10,306,000

その他

（単位：円）

30,918,000

地方債国(県)支出金 一般財源
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1　補助金額

　(1)　除却補助

　　 1㎡当たり4,000円を乗じた額（限額額150,000円）

　(2)　設置補助

2　申込期間

　 　令和元年5月13日～令和2年3月31日

※ブロック塀の危険性調査結果を通知した影響もあり、前年度までの実績を大きく上回っている。

Ｒ1 45件 156件 347％

区　　分
成果指標

達成率
目標値 実績（除却件数）

Ｈ30 45件 34件 76％

Ｈ29 45件 8件

予算の執行状況
予算額

16,410,000

決算額の財源内訳

決算額

14,747,000 7,374,000

その他

（単位：円）

地方債国(県)支出金

7,373,000

一般財源

成果に係る評価

事業コード

　地震発生時に起こり得る通学路等に面したブロック塀等の倒壊による事故を未然に防止し、通行人の
安全確保を図るため「石巻市危険ブロック塀除却等事業補助金交付要綱」に基づき、石巻市耐震改修促
進計画に定める避難路に面した危険なブロック塀等を除却する方に対し、除却及び除却後に軽量材で塀
を新設する費用の一部を助成する。目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　危険度の高いブロック塀を除却あるいは、除却跡地に軽量なフェンス等を設置する方に対し、費用の
一部助成を行っている。
　今回、Ｈ30～Ｒ1の2ケ年度に渡り市内全域のブロック塀の危険性について調査し、結果を通知したこ
とから、令和元年度の事業実績は前年度までと比較し大きく上回った。
　今後も市報やホームページ等で更なる周知を行うとともに、市民の安全を確保するため、事業を継続
していく必要がある。

004-007-001-00204 事　業　名 危険ブロック塀除却等事業

地域住宅事業費（一般住宅）Ｐ106 中　事　業

　市内全域の道路沿いのブロック塀等を対象としていることから、令和元年5月1日付で「石巻市スクー
ルゾーン内危険ブロック塀等除却事業補助金交付要綱」を要綱名を含めて全部改正し、補助対象者及び
補助対象工事を明確にし、より市民に分かりやすいものとした。

　道路等に面した危険なブロック塀等の除却事業の実施により、地震におけるブロック塀等の倒壊に
よる事故を未然に防止し、児童、生徒など通行人の安全確保が図られた。

予
算
科
目

1 目

8 款

6 項
災害に対する備えを充
実する

自然災害による被害を
軽減する

10件 22％

　　 設置費用の1/3以内で、設置延長1ｍ当たり4,000円を乗じた額又は100,000円のいずれか低い額を
　 限度とする。

18％

総
合
計
画

住宅管理費

(  )土木費

住宅費 第 7 節

( 1 )

復
興
計
画

(  )

(  )

第 4 章
安心して健やかに暮ら
せるまち

　平成30年度から令和元年度の2か年に渡り、市内全域16,703件を対象にブロック塀等の危険性につい
て調査した。令和元年度は、平成30年度に調査した11,091件の所有者に対し、順次判定結果を通知し、
除却等の申請があった156件について、補助金を交付した。

Ｈ28 45件
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2.36％Ｒ1 40 件 20 件 50％ 846件

1.45％

Ｈ30 40 件 25 件 63％ 1,081件 2.31％

Ｈ29 40 件 22 件 55％ 1,521件

　   工作物移転工事等費用、登記費用及び境界立会い費用に対し、損失補償基準要綱等により算定し
   た額の3/4以内の額

　土地の所有者又は建築主等の理解と協力のもと、狭あい道路の拡幅整備を実施することにより、緊急
時の市民の安全が確保され、安全で良好な市街地の形成と居住環境の整備が図られた。

区　　分
成果指標

達成率
（参考）

目標値 実績（ａ） 建築確認数（ｂ) （ａ）/（ｂ）

総
合
計
画

住宅管理費

(  )土木費

住宅費 第 2 節

( 2 )

復
興
計
画

(  )

(  )

第 6 章
地域の個性が輝き融和
するまち

地域間連携により、大
きな魅力を創出する

日常生活を支える道路
網を形成する

予
算
科
目

1 目

8 款

6 項

成果に係る評価

事業コード

　災害時における避難路を確保し、安全で良好な市街地の形成と居住環境の整備を図るため、「石巻市
狭あい道路整備要綱」に基づき、幅員4ｍ未満の狭あい道路に接する土地の所有者又は建築主等と協議
を行い、その当該道路の拡幅整備に対し、工事費用等の一部を助成する。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　安全で良好な市街地の形成と居住環境の整備を図るため、新築・増築や建て替え等を行う際に、土地
の所有者及び建築主等の理解と協力のもと、狭あい道路に接する土地の整備を行った。今後について
も、安全で安心なまちづくりのため、事業を継続していく必要がある。

006-002-002-00205 事　業　名 狭あい道路整備事業

地域住宅事業費（一般住宅）Ｐ135 中　事　業

　「石巻市狭あい道路整備要綱」に基づき、市街化区域内の幅員4ｍ未満の狭あい道路に接する土地の
所有者又は建築主等が実施した拡幅整備に対し、助成金を交付した。

1　助成金額

予算の執行状況
予算額

4,800,000

決算額の財源内訳

決算額

4,036,000 3,175,000

その他

（単位：円）

地方債国(県)支出金

861,000

一般財源
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　「石巻市木造住宅耐震診断事業実施要綱」に基づき、昭和56年5月31日以前に着工された木造住宅の
耐震診断を希望する方に対し、市は耐震診断士を派遣し、耐震診断及び耐震改修計画の作成を行った。
　木造住宅の耐震診断事業及び耐震改修事業の促進を図るため、診断士派遣費用のうち受託所有者の自
己負担を令和元年度受付分から無料とし、令和元年5月1日に要綱を改正した。

予算の執行状況
予算額

7,498,000

決算額の財源内訳

決算額

5,248,800 1,390,800

その他

（単位：円）

地方債国(県)支出金

3,858,000

一般財源

成果に係る評価

事業コード

　木造住宅の地震に対する安全性の確保及び向上を図り、震災に強いまちづくりを推進するため、「石
巻市木造住宅耐震診断事業実施要綱」に基づき、市内に存する木造住宅の所有者が耐震診断を希望する
場合、耐震診断士を派遣し、耐震診断及び耐震改修計画の作成を行う。

目的及び事業内容

達成率
目標値 実績

2　申込期間

Ｒ1 50件 35件 70％

Ｈ29 50件 9件

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　木造住宅の地震に対する安全性の確保及び向上のため、住宅の所有者が耐震診断を希望する場合、耐
震診断士の派遣に要する費用を助成している。
　大地震での住宅倒壊がなかった経験などから耐震化への意識が希薄になっており実績が減少傾向に
あった。築年数が高い住宅が多い一部の地区を対象に戸別訪問を実施し、啓発を促すパンフレットの配
布と説明等を行った。
　地震に強いまちとして安心して生活できるよう事業の継続と啓発に努めていく必要がある。

002-201-004-00390 事　業　名 木造住宅耐震診断事業

地域住宅事業費（一般住宅）Ｐ188 中　事　業

1　派遣に要する費用

　   市は、耐震診断士の派遣に要する費用、対象住宅1棟当たり148,300円を負担する。

　　　（消費税率改正に伴い、令和元年10月1日以降は上限150,800円）

　木造住宅の耐震診断を実施することにより、現行の耐震設計基準との比較検討がなされ、住宅の耐震
化に対する意識向上が図られた。

区　　分
成果指標

予
算
科
目

1 目

8 款

6 項

総
合
計
画

住宅管理費

( 2 )土木費

住宅費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 2 )

( 1 )

第  章
市民の不安を解消し、これま
での暮らしを取り戻す

住まいの再建

恒久住宅の復旧・復興

　   令和元年5月7日～令和元年12月6日

18％

Ｈ30 50件 27件 54％
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予算の執行状況
予算額

16,800,000

決算額の財源内訳

決算額

15,400,000 4,900,000

その他

（単位：円）

地方債国(県)支出金

10,500,000

一般財源

成果に係る評価

事業コード

　大規模地震による住宅被害を減ずるため、「石巻市木造住宅耐震改修工事助成事業補助金交付要綱」
に基づき、耐震診断を行い、耐震改修計画の作成をした市内に存する木造住宅の所有者が耐震化工事を
実施する場合、補助金を交付する。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

  市の助成で木造住宅の耐震診断を実施した所有者が、耐震改修工事又は建替えを希望する場合、耐震
化工事に要する費用の一部を助成している。耐震診断を受けたものの、経済的なことや震災時に住宅が
倒壊しなかった経験等の理由により直ちに改修工事とは至らないのが現状。今後についても、倒壊によ
る事故を未然に防ぐため、改修工事の必要性などの理解を求めながら、市民の負担を軽減するために、
この事業の継続は必要である。

002-201-004-00391 事　業　名 木造住宅耐震改修工事助成事業

地域住宅事業費（一般住宅）Ｐ189 中　事　業

　「石巻市木造住宅耐震改修工事助成事業補助金交付要綱」に基づき、木造住宅の所有者が耐震化工事
を実施した場合、補助金を交付した。

1　補助金額

予
算
科
目

1 目

8 款

6 項

総
合
計
画

住宅管理費

( 2 )土木費

住宅費 第  節

(  )

復
興
計
画

( 2 )

( 1 )

第  章
市民の不安を解消し、これま
での暮らしを取り戻す

住まいの再建

恒久住宅の復旧・復興

　　 耐震化工事に要する費用の4/5以内の額（限度額1,000,000円）

　　 その他改修工事又は建替工事を行う場合は、耐震化工事に要する費用の2/25以内の額を加算
　　（限度額100,000円）

2　申込期間

　 　令和元年5月7日～令和元年12月6日

　耐震診断の結果に基づき、現行の耐震設計基準（昭和56年6月以降）に達していない木造住宅に耐震
改修工事を施すことで、現行の耐震設計基準以上の耐力性を満たした建物へと改善が図られた。

区　　分
成果指標

達成率
目標値 実績等

Ｒ1 20件 14件 70％

Ｈ29 20件 4件 20％

Ｈ30 20件 5件 25％
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1　平成24年12月1日　災害危険区域の設定

2　平成24年12月1日　東日本大震災に伴う石巻市がけ地近接等危険住宅移転事業補助金交付要綱施行

 補助金交付対象  危険住宅の除去等に要する経費

 移転先住宅の建設等に要する経費

3　平成24年12月3日　補助金交付申請受付開始

1　交付決定 件 円

うち令和元年度受付分 件 円

うち平成30年度受付分 件 円

うち平成29年度受付分 件 円

うち平成28年度受付分 件 円

うち平成27年度受付分 件 円

うち平成26年度受付分 件 円

うち平成25年度受付分 件 円

うち平成24年度受付分 件 円

左のうち令和元年度決算分

2　交付済 件 円 件 円

うち令和元年度受付分 件 円 件 円

うち平成30年度受付分 件 円 件 円

うち平成29年度受付分 件 円 件 円

うち平成28年度受付分 件 円

うち平成27年度受付分 件 円

うち平成26年度受付分 件 円

うち平成25年度受付分 件 円

うち平成24年度受付分 件 円

3　未交付（翌年度繰越） 件 円

うち令和元年度受付分 件 円

うち平成30年度受付分 件 円

うち平成29年度受付分 件 円

15 62,731,000

0 0

　事業の実施により、早期の住宅再建に向けた住民の移転促進が図られた。

0

　早期の住宅再建を望む住民に対する移転支援策として、上記補助金の交付を実施することにより、移
転の促進が図られる。
　今後は、復興創生期間である令和2年度末までに補助金交付が完了するよう、対象者に対し申請を促
す必要がある。

成果に係る評価

目的及び事業内容

取　組　実　績

成　　　　果

3 24,879,000

687

5 41,465,000

72

124

3,058,915,000

395,141,000

702,380,000

38 186,001,000

17 79,317,000

592,041,000

227 961,839,000

72 395,141,000

184 592,041,000

3,017,450,000682

0

16,586,000

16

0

124 702,380,000

227 961,839,000

184

38 186,001,000

7

77,993,000

0

42,596,000

35,397,000

3

一般財源

77,993,000

予算の執行状況
予算額

127,936,000

決算額の財源内訳

決算額

19,499,000

事業コード

58,494,000

地方債

補助対象者　①災害危険区域内に被災時に居住していた方及び現在も居住している方

国(県)支出金 その他

実施計画
掲載ページ

予
算
科
目

3 目

8 款

6 項

　　　　　  ②災害危険区域外の場所に移転する方

　　　　 　 ③移転及び危険住宅の撤去又は再建住宅の土地建物に係る契約を行っていない方

補助額　　　①移転及び危険住宅の除去に要する費用　上限80万2千円

土木費

住宅費

総
合
計
画

事　業　名

第  節

(  )

がけ地近接等危険住宅移転事業費

東日本大震災関係費 (  )

復
興
計
画

(  )第  章

(  )

（単位：円）

中　事　業

　東日本大震災により甚大な被害を受けた地域であって、津波等により住民の生命等に危険を及ぼす恐
れのある災害危険区域に所在する住宅の移転を行う住民に対し、早期の住宅再建を図るため、補助金の
交付を行う。

　　　　　　②住宅の建設(購入)のため、金融機関等から融資を受けた場合の当該借入金利子に

がけ地近接等危険住宅移転事業〔復興交付金〕

              住宅建設（購入）　上限457万円　用地購入　上限206万円　用地造成　59万8千円

              相当する費用

9

24,879,000

2

22 117,317,000

22 117,317,000
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1　防災集団移転団地の設計、用地取得、造成工事の着工状況

全地区、宅地引渡し済み

※　市街地に係る用地取得は土地取得特別会計、造成工事は市街地開発事業特別会計で実施

2　土地及び建物等購入に対する借入金利子、引越費用への補助金

平成25年度より、宅地引渡しまたは災害公営住宅入居後、順次受付し補助金を交付している。

3　災害危険区域内の被災した土地(宅地及び介在農地)の買取り

平成25年度より、意向を確認し、順次買取りを行っている。

　事業の実施により、都市基盤の早期復旧・復興、住宅再建に向けた事業の推進が図られた。
　

1　宅地供給状況

計 地区 戸

市街地 1 地区 戸

石巻 地区 戸

河北 地区 戸

雄勝 地区 戸

北上 地区 戸

牡鹿 地区 戸

2　補助金交付状況

令和元年度交付実績 件 円

令和元年度までの交付実績 件 円

※　交付対象には、移転促進区域内から復興住宅への入居者に対する引越費用補助金も含む。

3　被災元地買取状況

令和元年度契約実績 筆 ㎡ 円

令和元年度までの契約実績 筆 ㎡ 円

68

2,110

273,491,000

4,271,322,000

73 22,854.89 110,414,997

23,408,343,7312,427,747.28

成果に係る評価

　全地区において、宅地供給、補助金交付及び被災した土地の購入などにより、被災者の住宅再建促進
が図られた。
　今後は、復興創生期間である令和2年度末までに補助金交付及び被災した土地の購入が完了するよ
う、対象者に対し申請等を促す必要がある。

中　事　業 防災集団移転促進事業費

東日本大震災関係費 (  ) (  )

事　業　名

7,314

防災集団移転促進事業〔復興交付金〕

予
算
科
目

8 款 土木費

6 項 住宅費

3

第  節 (  )

目

総
合
計
画

第  章
復
興
計
画

(  )

事業コード

実施計画
掲載ページ

目的及び事業内容

　東日本大震災により甚大な被害を受けた地域のうち、住民の居住に適当でないと認められる区域内に
ある住居の集団移転を実施し、都市基盤の復旧・復興と早期の住宅再建を図る。

予算の執行状況
予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他

（単位：円）

一般財源

1,024,216,751 918,093,511 772,635,000 145,458,511

13

8

12

165

138

11

2

98

成　　　　果

取　組　実　績

47

73

817

1,429

138

- 280 -


